
武
威
漠
代
欝
簡
に
つ
い
て

蘇

堰

一

は

じ

め

に

甘
粛
者
武
威
陳
の
城
外
､
郭
連
山
麓
の
早
灘
蚊
で
襲
掘
さ
れ
た
漢
墓
の
木
棺
中
か
ら
出
土
し
た
木
簡
と
木
履
は
す
べ
て
警
乗
に
か
ん
す
る
も
の
ば

か
り
で
､
六
朝
以
後
あ
い
つ
い
で
作
ら
れ
る
よ
-
に
な
っ
た
虞
方
集
の
初
期
の
姿
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
｡
も

っ
と
も
'
こ
れ
ら
の
木
簡
に
は
盾

延
漠
簡
の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
縄
で
結
ん
だ
形
跡
が
残

っ
て
い
る
が
'
縄
は
す
で
に
消
失
L
t
簡
膿
日
経
に
も
順
序
を
示
す
標
示
は
な
-
'
そ
の

う
え
'
破
損
が
著
し
-
て
断
片
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
や
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
た
め
､
全
鰹
の
構
成
が
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
｡
漠
代
の
虚
方
は
こ
れ
ま
で
に
も
盾
延
漠
筒
や
流
沙
墜
簡
の
中
に
見
出
さ
れ
て
い
る
が
'
こ
れ
ら
は
き
わ
め
て
限
ら

れ
た
数
の
も
の
で
､

一
例
を
示
す
に
す
ぎ
ず
'
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
の
は
こ
の
撃
筒
が
最
初
で
'
そ
の
後
に
も
馬
王
堆
三
貌
墓
中
か
ら
見
出
さ
れ

た
畠
書
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
｡
こ
の
木
簡
額
は
'
こ
れ
ま
で
資
料
が
不
足
し
て
い
た
た
め
に
減
り
え
な
か
っ
た
六
朝
以
前
の
撃
拳
の
内
容
を
知
る
た

め
だ
け
で
な
-
'
こ
の
時
代
に
成
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
撃
薬
害
の
再
検
討
に
も
役
立
つ
貴
重
な
資
料
と
考
え
ら
れ
'
今
回
'
人
文
科
挙
研
究
所
科

挙
史
研
究
班
で
そ
の
検
討
が
行
わ
れ
た
｡
そ
の
成
果
を
こ
こ
に
ま
と
め
て
顎
表
す
る
こ
と
に
す
る
｡

今
回
用
い
た
テ
キ
ス
ト
は
甘
粛
省
博
物
館
と
武
威
解
文
化
館
の
メ
ン
バ
ー
が
整
理
し
て
'

一
九
七
五
年
に
文
物
出
版
社
か
ら

『武
威
漢
代
撃
簡
』

武
威
漠
代
嘗
筒
に
つ
い
て

七
五
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(以
下

『武
威
』
と
略
す
)
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
'
簡
贋
の
番
既
も
そ
の
記
載
に
従
い
'
お
な
じ
-
不
明
の
文
字
も
字
数
の
わ
か
る
も
の
は

口
で
'
わ
か
ら
な
い
も
の
は
LI
P
示
し
'
全
鰻
の
形
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
残

っ
た
字
墓
と
前
後
の
文
か
ら
推
定
で
き
る
も
の
は
へ
そ
の
字
を
口
の

中
に
入
れ
て
示
し
た
｡
ま
た
筒
の
中
に
は
文
首
を
示
す

･
や
-
'
-
な
ど
の
記
親
が
つ
け
ら
れ
た
も
の
が
あ
り
'
こ
れ
ら
は
｡

で
表
わ
す
こ
と
と
し

た
｡
な
お

『武
威
』
の
樺
文
に
は
多
少
護
違
い
が
認
め
ら
れ
る
た
め
'
評
注
に
際
し
て
は
寓
虞
版
と
幕
本
を
比
較
し
て
そ
の
訂
正
を
お
こ
な
っ
た
｡

二

武
威
撃
筒
の
樺
文
と
翻
詳

Vr2(

3

｡
治
久
款
｡
上
気
｡
喉
中
如
百
虫
鴫
状
｡
井
歳
以
上
方
｡
正
胡
桔
梗
萄
淑
各
二
分
｡
桂
烏

4
陵
墓
各

一
分
｡
凡
六
物
冶
合
和
｡
丸
以
自
密
｡
大
如
嬰
桃
｡
重
夜
含
三
九
｡
沿

5
咽
其
汁
｡
甚
良
｡

(2)

(3)

(4)

長
-
咳
が
緯
き
､
上
気
し
て
'
喉
の
中
で
た
-
さ
ん
の
虫
が
鳴
い
て
い
る
よ
う
な
音
を
立
て
る
状
態
が
三
十
年
以
上
も
績
い
て
い
る
人
を
治
療

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(m)

(ll)

(望

(E3)

(S)

す
る
虞
方
｡
柴

胡

'
桔

梗

'
萄

板

各
二

分

'

桂

'

烏

晩

'
董

各

一
分
の
計
六
種
の
薬
物
を
粉

に

し

一
緒
に
し
て
混
ぜ
合
わ
せ
'
自
蜜
で
嬰
桃
大
の

(柑)

丸
と
L
t
重
夜
二
回
､
三
九
ず
つ
を
ロ
に
含
ん
で
'
す
こ
し
ず
つ
そ
の
汁
を
飲
め
｡
た
い
へ
ん
教
具
が
あ
る
｡

(fe)

(5)

(fB)

6
治
傷
寒
｡

逐

風
方
｡
付
千
三
分
.
萄
淑
三
分
｡
揮
鳥
五
L凶
｡
烏
暁
三
分
｡
細
字
五
分
｡
飛
五
分
｡
凡
五
物
皆
冶

7
合
｡
方
寸
ヒ
酒
飲
｡
日
三
飲
｡

(1
)

(班)

(
2

)

(

SO

(23
)

(
別

)

(

25
)

傷

寒

を
治
療
L
t
風

を

遂
う
虞
方
｡
附

子

三
分
'
萄

淑

三
分
'
揮

潟

五
分
'
烏
晩
三
分
'
細

辛

五
分
'
尭

五

分
の
計
六
種
の
薬
物
を
み
な
粉
に

(26)

し
て
混
ぜ
合
わ
せ
'
方

寸

七

一
杯
を
酒
で
飲
み
､

一
日
に
三
回
飲
め
｡

(27)

8
匝

鷹

聾

ロ
ロ
H
言
方
｡
北
方
風
神
辛
董
桂
付
子
萄
椴
桔
梗
｡
凡
八
物
各
二
両
｡
井
冶
合
和
｡
以
方
寸
七
｡
先
舗
飯
｡
米

(28)

(29)

9
麻
飲

薬
耳
｡
｡

治
諸
痔
｡
石
痔
出
石
｡
血
痔
出
血
.
膏
痔
出
膏
｡
肝
痔
出
肝
O
此
五
痔
｡
皆
同

異

治

之
｡
飛
茎



10
躍
賓
各
六
分
｡
兎
糸
寛
滑
石
各
七
分
｡
桂
年
分
｡
凡
六
物
皆
冶
合
｡
以
方
寸

七酒
飲
｡

(31)

腐
聾
ロ
ロ
ロ
言
を
治
療
す
る
虚
方
｡
'邦
へ
防
風
へ
細
辛
､
蓋
'
桂
'
附
子
'
萄
板
'

(8
)

混
ぜ
合
わ
せ
'
方
寸
七

一
杯
を
食
事
の
後
に
粥
で
飲
め
｡

(30)

日
六
七
｡
病
立
億
｡

石
釧
出
｡

(32)

桔
梗
の
計
八
種
の
薬
品
二
両
ず
つ
を
粉
に
し

一
緒
に
し
て

(33
)

(34
)

諸
癌
を
治
療
す
る
虞
方
｡
石
癌
と
は
石
を
出
し
'

(
37
)

五

感

は
み
な
同
じ
薬
で
治
療
す
る
｡
す
な
わ
ち
尭
'

に
し
て
､
方
寸
七

一
杯
を
酒
で
飲
み
'

一
日
に
六
㌧

(
35
)

血
癌
と
は
血
を
出
し
'
膏

癌

と
は
膏
を
出
し
'

(3
)

(盟

(胡
)

墓
､
産

穿

各
六
分
と

蒐

糸

子
r
滑

石

各
七
分
､

七
回
飲
め
ば
'
病
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
な
お
り
､

(
36
)

肝

癌

と
は
肝
を
出
す
も
の
で
あ
る
が
'
こ
の

桂
半
分
の
合
計
六
薬
品
を
み
な
粉
に
し

一
緒

(瓜
)

石
は
す
ぐ
に
出
る
｡

(cqv)

11
□
□
於
方
｡
乾
営
掃
二
分
｡
弓
窮
二
分
｡
牡
丹
二
分
｡
漏
慮
二
分
｡
桂
二
分
｡
萄
淑

1
分
｡
宣

l
分
｡
凡

(

S3)(4
)

担
凪
両
替
冶
合
｡
以
淳
酒
和
｡
飲

一
方
寸
七
｡
日
三
飲
.

倍

患

者

｡
臥
薬
固
t｡
常
出
血
久
疾
｡

(4)

(鶴
)

(節
)

(感
)

(49
)

(
E
;
)

口
癖
を
治
療
す
る
虞
方
｡
乾
か
し
た

普

蹄

二
分
t
等

窮

二
分
'
牡

丹

二
分
'
漏

塵

二
分
'
柱
二
分
'
萄
敵

l
分
'
孟

l
分
の
合
計
七
種
の
薬
品

を
み
な
粉
に
し

一
緒
に
し
て
'
淳
酒
に
混
ぜ
合
わ
せ
'

一
方
寸
七
を
飲
み
'
日
に
三
回
飲
め
｡
背
の
痛
む
人
は
薬
の
中
に
寝
れ
ば
古
い
た
ま
っ
た

(51
)

血
が
出
る
は
ず
で
あ
る
｡

(52
)

13
治
金
創
｡
止
患
｡
令
創
中
温
方
｡
曾
青

一
分
｡
長
石
二
分
｡
凡
二
物
皆
冶
合
和
｡
温
酒
飲

一
刀
｡
日
三
｡
創
立
不
意
｡

(53
)

(54
)

金
別
を
治
療
し
て
痛
み
を
止
め
'
創
の
中
を
温
な
ら
し
め
る
虞
方

｡骨青
一
分
'
長
石
二
分
の
合
計
二
葉
を
い
ず
れ
も
粉
に
し

一
緒
に
し
て
混

ぜ
合
わ
せ
､
温
め
た
酒
で
一
刀
圭
を
飲
み
'
日
に
三
回
飲
め
ば
'
創
は
す
ぐ
に
痛
ま
な
-
な
る
｡

(55
)

14
皆
冶
合
和
｡

以
方
寸
七
酒
飲
｡
不
遇
再
飲
｡
血
立
出
｡
不
不
｡
即
大
便
血
｡
良
｡
禁
｡
｡

冶
金
創
腸
出
方
｡
冶
謂
骨

(56
)

(57
)

～Lf'
三
指
麿
｡

和
以
鼓
汁
飲
之
｡
□
囚
禁
口
口
□
口
｡
治
金
創
内
症
｡

創
養
不
意
｡
腹
張
方
｡
黄
苓

(58
)
み
な
粉
に
し

一
緒
に
し
て
混
ぜ
合
わ
せ
へ
方
寸
七

一
杯
を
酒
で
飲
め
｡
二
度
以
上
飲
ま
な
-
て
も
血
が
す
ぐ
に
出
る
｡
そ
う
で
な
い
場
合
は
大

(59
)

便
に
血
が
出
る
｡
良
方
で
禁
方
で
あ
る
｡

(60
)
金
剣
で
腸
が
出
た
も
の
を
治
療
す
る
虞
方
｡

武
威
漠
代
腎
簡
に
つ
い
て

(61
)
(彪
)

(63
)

粉
末
の
龍
骨

一
つ
ま
み
を
威
汁
で
混
ぜ
合
わ
せ
て
飲
め
｡
(以
下
不
明
)七

七
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(64
)

金
剣
で
内
部
が
つ
つ
ぼ
り
'
別
口
が
か
ゆ
く

痛
ま
な
い
が
腹
が
脹
れ
て
い
る
の
を
治
療
す
る
虞
方
｡
黄
芥

(65
)

16
治
目
恵
方
｡
以
春
三
月
上
旬
治
薬
｡
骨
青
四
両
｡
戦
旗
三
両
｡
皆
冶
合
｡
以
乳
汁
和
｡
盛
以
銅
器
.
以
帰
日
｡
良
｡

(66
)

目
の
痛
み
を
治
療
す
る
虞
方
｡
春
の
三
月
上
旬
に
薬
を
調
え
る
｡
骨
育
四
両
｡
戒
壇
三
両
を
い
ず
れ
も
粉
に
し

一
緒
に
し
て
'
乳
汁
に
混
ぜ
合

わ
せ
て
銅
器
に
入
れ
'
目
に
つ
け
よ
｡
艮
方
で
あ
る
｡

(SS)

(
6
)

17
治
百
病
膏
薬
方
｡
萄
敵

一
升
｡
付
子
甘
栗
｡
皆
父
｡
猪
肪
三
斤
煎
之
｡
五
沸
｡
汝
去

事

｡

有
病
者
｡
取

18
大
如
羊
矢
｡
湿
酒
飲
之
｡
日
三
四
｡
興
宰
抵
之
｡
丸
大
如
赤
豆
｡
心
寒
気
脇
下
風
｡
呑
五
九
｡
日
三
春
｡

(69
)

(m
)

(71
)

百
病
を
治
療
す
る
膏
薬
方
｡
萄
板

一
升
'
附
子

二
十
個
を
い
ず
れ
も
吹
阻
L
t
猪
肪
三
斤
で
煎
じ
､
五
回
沸
騰
さ
せ
た
の
ち
'
癒
し
て
浮
を
除

-
｡
病
人
は
羊
尿
大
を
取
っ
て
温
め
た
酒
で
飲
み
､
日
に
三
㌧
四
回
飲
め
｡
ま
た
樺
と

一
緒
に
抱
い
て
'
赤
小
豆
大
の
丸
と
L
t
心
の
寒
気
や
脇

の
下
が
痛
む
時
に
五
九
を
呑
み
'
日
に
三
回
呑
め
｡

19
悪
億
｡
出
茂
｡
｡

寒
気
在
胃
莞
｡
腹
塘
腸
ESd努
□
病
者
呼
四
五
十
.
則
出
歳
｡
次
期

｢F.))

20
膝
下
五
寸
分
問
柴
｡

深
三
分
｡
留
蔵
如
炊

一
斗
米
頃
｡
出
蔵
｡
名
目
三
里
｡
次
剰
項
従
上
下
十

一
椎
｡
侠
椎
爾
剰
柴
｡

21
深
四
分
｡
留
蔵
百
廿
息
｡
則
出
茂
｡
名
目
肺
輸
｡
剰
後
三
日
｡
病
億
平
復
｡

｡
黄
帝
治
病
紳
魂
忌
｡
人
生

一
歳
｡
母
灸
心
｡

･22
十
日
而
死
｡
人
生
二
歳
｡
母
灸
腹
｡
五
日
而
死
｡
人
生
三
歳
｡
母
灸
背
｡
廿
日
死
｡
人
生
四
歳
｡
母
灸
頭
｡
三
日
而
死
｡
人
生
五

(Ee)

(m
)

(75
)

､23
歳
｡
母
久
足
｡
六
日
而
死
｡

人
生
六
歳
｡
母
灸
手
｡
二
日
死
｡
人
生
七
日
｡
母
灸
腔
｡
升
目
而
死
｡
人
生
八
歳
｡
母
灸
肩
｡
九
日
而
死
｡
人

24
着
｡
興
五
歳
同
｡
六
十
至
七
十
着
｡
興
六
歳
同
｡
七
十
至
八
十
着
｡
興
七
歳
同
｡
八
十
至
九
十
着
｡
輿
八
歳
同
｡
九
十
至

25
百
歳
者
｡
興
九
歳
同
｡
年
巳
過
百
歳
者
｡
不
可
灸
刺
｡
気
脈
萱
絶
｡
灸
剰
者
｡
随
茂
灸
死
臭
｡
猶

(76
)
重
苦
し
さ
が
な
お
っ
た
ら
鉱
を
抜
け
｡

(77
)

(78
)

(
乃

)

(
80

)

寒
気
が
胃
莞
に
あ
っ
て
腹
が
重
苦
し
-
Eg
病
人
が
四
'
五
十
回
息
を
吐
き
出
し
た
ら
銭
を
抜
け
｡
つ
ぎ
に
膝
の
下
五
寸
の
場
所
の

柴

を

刺

せ

｡

(81
)

深
さ
は
三
分
と
L
t

一
斗
の
米
を
炊
-
-
ら
い
の
あ
い
だ
､
銀
を
留
め
て
お
い
て
か
ら
披
け
｡
こ
の
場
所
を
三
里
と
い
う
｡
つ
ぎ
に
項
の
上
か
ら



(82
)

十

一
椎
下
っ
た
と
こ
ろ
の
椎
骨
を
挟
ん
で
柴
を
刺
せ
｡
深
さ
四
分
と
L
t
百
二
十
回
息
を
す
る
あ
い
だ
'
留
め
て
お
い
て
錨
を
披
け
｡
こ
れ
を
肺

爺
と
い
う
｡
刺
し
た
後
三
日
で
病
気
が
な
お
り
'
正
常
に
も
ど
る
｡

黄
帝
治
病
紳
魂
忌
｡
生
後

一
歳
の
人
は
胸
に
灸
を
し
て
は
い
け
な
い
｡
灸
を
す
る
と
十
日
で
死
ん
で
し
ま
う
｡
二
歳
の
人
は
腹
に
灸
を
し
て
は

い
け
な
い
｡
五
日
で
死
ぬ
｡
三
歳
の
人
は
背
に
灸
を
し
て
は
い
け
な
い
｡
二
十
日
で
死
ぬ
｡
四
歳
の
人
は
頭
に
灸
を
し
て
は
い
け
な
い
｡
三
日
で

死
ぬ
｡
五
歳
の
人
は
足
に
灸
を
し
て
は
い
け
な
い
｡
六
日
で
死
ぬ
｡
六
歳
の
人
は
手
に
灸
を
し
て
は
い
け
な
い
｡
二
日
で
死
ぬ
｡
七
歳
の
人
は
腔

に
灸
を
し
て
は
い
け
な
い
｡
三
十
日
で
死
ぬ
｡
八
歳
の
人
は
肩
に
灸
を
し
て
は
い
け
な
い
｡
九
日
で
死
ぬ
｡

〔九
歳
.の
人
は
口
に
灸
を
し
て
は
い

け
な
い
｡
□
日
で
死
ぬ
｡
十
代
の
人
は

二
威
と
同
じ
よ
う
に
せ
よ
｡
二
十
代
の
人
は
二
歳
と
同
じ
｡
≡
十
代
は
三
歳
と
同
じ
｡
四
十
代
の
人
は
四

歳
と
同
じ
｡
五
十
代
〕
は
五
歳
と
同
じ
｡
六
十
代
は
六
歳
と
同
じ
｡
七
十
代
は
七
歳
と
同
じ
｡
八
十
代
は
八
歳
と
同
じ
｡
九
十
代
は
九
歳
と
同
じ
｡

年
令
百
歳
以
上
の
人
に
は
灸
や
錨
を
施
し
て
は
な
ら
な
い
｡
気
脈
が
ふ
さ
が
っ
て
絶
え
､
灸
や
銭
を
施
さ
れ
た
人
は
施
療
と
と
も
に
死
ん
で
し
ま

(83
)

う
｡
猪

(
84

)

26
Eg
身
不
□
口
名
目
ロ
ロ
ロ
ロ
崩
薙

種

上
下
左
右
棺
ロ

(8
)

(朗
)

27
回

者

｡

名

目

泉

水
也
｡
先
荏
田
気
道
｡

膝
以
下
寒
｡
気
脈
不
通
｡
先

(87
)

-
-
･の
も
の
を
泉
水
と
名
づ
け
る
｡
囲

気

が

逆
L
t
膝
か
ら
下
が
寒
-
'
気
脈
が
通
じ
ず
'
先

〔以
下
敏
〕

■28
□
□
出
Ed
飲
飲
巳
験
ESj

29
回
石
鐘
乳
三
分
｡
巴
豆

一
分
｡
二
者
二
分
｡
凡
三
物
皆
冶
合
｡
丸
以
密
大
如
吾
寮
｡
宿
母
飲
｡
且
香
三
九
.

(88
)

(89
)

(90
)

(91
)

鐘
乳
石
三
分
'
巴
豆

一
分
'
二
者
二
分
の
計
三
種
の
薬
品
を
み
な
粉
に
し
て
混
ぜ
合
わ
せ
'
蜜
で
梧
子
大
の
丸
に
L
t
前
の
夜
に
は
物
を
食
''(

ず
'
朝
早
-
三
九
を
呑
め
｡

(92
)

30
回
肉
魚
聾
菜
｡
Eg
勿
見
風
｡
□
常
飯
五
□
大
賓
飯
｡
禁
房
内
｡

勿
見
火
皇
日
月
.
六
十
日
知
｡
百
目
己
｡

(93
)

Eg
肉
や
魚
や
臭
い
の
あ
る
野
菜

〔を
食
べ
て
は
い
け
な
い
｡

〕
囲
風
に
普
っ
て
は
い
け
な
い
O

口
常
飲
五
□
大
零
敗
へ
房
事
を
禁
ず
る
｡
火
や

武
威
湊
代
等
簡
に
つ
い
て



東

方

学

報

(糾
)

星
'
月
や
目
を
見
て
は
い
け
な
い
｡
六
十
日
で
教
巣
が
現
れ
'
百
日
で
病
気
が
な
-
な
る
｡

八
〇

31
回
両
手
不
到
頭
｡
不
得
臥
方
｡
大
黄
勺
栗
蓋
桂
桔
梗
濁
.

(95
)

(96
)

E5g
両
手
が
頭
に
届
か
ず
'
臥
す
こ
と
の
で
き
な
い
状
態
を

〔治
療
す
る
〕
虞
方
｡

大
黄
'
苛
薬
'
蓋
'
桂
､
桔
梗
'
萄

〔敵
〕
ES]
〔以
下
敏
〕

(97
)

32
回
飲
水
｡
常
作
赤
豆

麻

洗

服
之
｡
升
目
止
｡
禁
猪
肉
魚
聾
采
｡

E5g水
を
飲
み
'
い
つ
も
赤
豆
麻
決
を
作
っ
て
お
い
て
服
用
す
れ
ば
'
三
十
日
で
と
ま
る
｡
豚
肉
'
魚
､
臭
い
の
あ
る
野
菜
を
食
べ
て
は
い
け
な

Oヽ
t.∨(98)

(99
)

33
回
日
柄
愈
｡

禁

酒
聾
采

魚
菜

｡

Eg
日
で
病
気
が
な
お
る
｡
酒
や
聾
菜
'
魚
'
辛
い
も
の
を
食
べ
て
は
な
ら
な
い
｡

(S
)

(S
)

34
堅
向
上
墜

観

｡

在
南
下
普
下
涯
｡
良
｡
禁
.
勿

忘

健

也
｡

(.ISH

E
g

隔

上

〔に
あ
れ
ば
〕
吐
か
す
.I(
き
で
あ
り
'
脳
下
に
あ
れ
ば
下
す
べ
き
で
あ
る
｡
良
方
で
禁
方
で
あ
る
｡
う
か
っ
に
俸
え
て
は
な
ら
な
い
｡

35
顔
七
｡
嘗
大
下
｡
水
轟
｡
飲
大
穿
粥
｡
□
□
口

F5g
七
'
大
い
に
下
す
べ
き
で
あ
る
｡
水
が
な
-
な
っ
た
ら
大
賓
の
粥
を
飲
め
｡
〔以
下
敏
〕

(=i
)

36
五
分
□
蘭
FEg
物
｡
皆
Eg
酒
飲

l
方
寸
七
｡
日
三
飲
｡
不
遇
三
飲
｡
此
薬
禁
｡

五
分
□
五
囲

〔
の
計
□
種
の
〕
薬
品
を
み
な

〔粉
に
し
て
〕
ES]酒
で

1
方
寸
七
を
飲
み
'
日
に
三
回
飲
め
｡
三
回
以
上
飲
む
必
要
は
な
い
｡
こ

の
薬
は
禁
方
で
あ
る
｡

37
∠
胡
囚
』

38
図
薬
畢
飴
炊
之
｡

39
回
40
Eg



41
図

42
･
治
魯
氏
育
行
解
｡
々
腹
方
｡
麻
責
非
分
｡
大
黄
十
五
分
｡
厚
朴
石
膏
苦
参
各
六
分
｡
烏
吸
付
子
各
二
分
｡
凡
七
物

43
皆
囲
壁
塾
酬
一｡
Lif方
寸
七

一
飲
之
｡
良
甚
｡
皆
億
傷
寒
逐
風
｡

(104
)

(S
)

(
讐

(
107

)

(
S

)

(
S

)

魯

氏

青
を
治
療
し
て
ゆ

っ

-
り
解
し
'
腹
を
解
す
る
虞
方
｡

麻

黄

三
十
分
､
大
黄
十
五
分
'
厚

朴

'
石

膏

'
苦

参

各
六
分
'
烏
晩
､
附
子
各
二

(110
)

分
の
計
七
種
の
薬
物
を
み
な
ど
れ
も
粉
に
L
t

一
緒
に
し
て
混
ぜ
合
わ
せ
'
方
寸
七

一
杯
を
飲
め
｡
た
い
へ
ん
よ
-
数
き
､
す
べ
て

傷

寒

を
な
お

L
t
風
を
逐
う
｡

44

｡

治
心
腹
大
績
｡
上
下
行
如
虫
状
大
愚
方
｡
班
耗
十
枚
｡
地
臆

一
枚
｡
桂

一
寸
｡
凡
三
物
皆
井

閣
内

45
冶
合
和
｡
使
病
者
宿
母
食
｡
旦
飲
薬

一
刀
圭
｡
以
肥
美

刃

宅
｡
十
日
壷
飲
薬
｡
如
有
徴
｡
常
出
｡
従

(1
)

(
3
)

(
=I
)

心
腹
が
大
い
に

容

積

L
t
虫
が
上
下
に
行
っ
た
り
束
た
り
す
る
み
た
い
で
た
い
へ
ん
痛
む
状
態
を
治
療
す
る
虞
方
｡
斑

猫

十
個
'
地

膿

l
個
へ

(
聖桂

一

寸
の
計
三
種
の
薬
物
を
み
な
ど
れ
も
粉
に
し

一
緒
に
し
て
混
ぜ
合
わ
せ
'
病
人
に
は
前
の
夜
は
物
を
食
べ
さ
せ
ず
'
朝
こ
の
薬
を

1
刀
圭
飲

(.i
)

ま
せ
る
｡
以
肥
美
刃
宅
｡
十
日
に

一
回
粟
を
飲
ま
せ
る
｡
･
放
い
て
き
た
微
が
あ
れ
ば
'
〔虫
が
〕
出
る
は
ず
で
あ
る
｡

従

46
｡

治
伏
梁
｡
裏
膿
在
胃
腸
之
外
方
｡
大
黄
々
苓
勺
薬
各

一
両
｡
滑
石
二
両
｡
桂

一
尺
｡

47
桑
卑
官
十
四
枚
｡
麿
虫
三
枚
｡
凡
七
物
皆
父
且
｡
漬
之
淳
酒
五
升
｡
卒
時
煮
之
｡
三

(117
)

(S
)

(
は

)

伏

梁

病
で
胃
腸
の
外
に
膿
が
溜
っ
て
い
る
状
警

治
撃

る
虞
方
｡
大

黄

,
f

(
A

r,
(
45p

)
薬

各

l
南
,
滑

石

二
両
､
竺

尺
,

(

n
e
t
)

(a
)

(望

磨

虫

三
個
'
計
七
種
の
薬
物
を
み
な
粒
状
に
砕
き
'
淳
酒
五
升
に
ひ
た
L
t
短

時

間
煮
て
'

三

(.ijq)

48
去
中
令
病
後
不
復
考
要

一1万
｡
蛮

地

｡
長
興
人
等
｡
深
七
尺
｡
横
五
尺
｡
用
自
羊
矢
乾
之
｡
十
鉄
石
｡
置
其

(
!
jJ
)

桑

瞭

蛸
十
四
個
へ

49
院
中
｡
従
火
其
上
｡
羊
矢
轟
｡
索
横
木
院
上
｡
取
其
臥
｡
人
臥
其
院
上
｡
熱
気
義
則
止
｡
其
病
者
慎
勿
得
出
｡
見

(sh
)
中

令

病
を
去
り
'
二
度
と
刃
宅
を
登
し
な
い
よ
う
に
す
る
方
｡
地
面
を
掘
っ
て
縦
が
人
の
身
長
と
等
し
-
'
深
さ
が
七
尺
､
横
が
五
尺
に
な
る

(Ti3'

よ
う
に
し
､
自
羊
尿

十

飴

石
を
乾
燥
さ
せ
て
そ
の
院
の
中
に
入
れ
'
そ
の
上
に
火
を
置
き
'
羊
尿
が
燃
え
蓋
き
た
の
ち
に
'
院
の
上
に
横
木
を
渡

武
威
漠
代
腎
簡
に
つ
い
て



東

方

畢

報

し
て
臥
床
を
作
り
'
病
人
を
そ
の
院
の
上
に
横
た
え
て
'
熱
気
が
な
-
な
れ
ば
や
め
る
｡
そ
の
病
人
は
外

へ
出
な
い
よ
う
に
し
な
-
て
は
な
ら
な

い
｡
〔以
下
敏
〕

(
,lg3)

50

｡
治
金
創
内
漏
血
不
出
方
｡
薬
用
大
黄

丹

二

分
｡
骨
育
二
分
｡
滑
石
二
分
｡
麿
虫
三
分
｡
貰

51
頭
二
分
｡
凡
五
物
皆
冶
合
和
｡
以
方
寸
七
･一
酒
飲
｡
不
過
再
飲
｡
血
立
出
.
不
｡
即
従
大
便
出
｡

(
S
3
cc
)

金
剣
を
受
け
血
管
か
ら
漏
れ
た
血
が
鰹
内
に
滞
っ
て
外
に
出
な
い
の
を
治
療
す
る
虞
方
｡
乗
物
は
大
黄
丹
二
分
'
骨
青
二
分
'
滑
石
二
分
､

麿

(,:(.)

虫
三
分
'

毒

虫
の
頭
二
分
の
計
五
種
を
用
い
'
み
な
粉
に
し

1
緒
に
し
て
混
ぜ
合
わ
せ
'
方
寸
七

一
杯
を
酒
で
飲
め
｡
二
度
以
上
飲
ま
な
-
て
も

血
は
た
だ
ち
に
出
る
｡
そ
-
で
な
い
場
合
は
'
血
が
大
便
と

一
緒
に
出
る
｡

(望

(

は
)

52
治
金
創
止

漁

方

｡
石
膏

一
分
｡
董
二
分
｡
甘
草

l
分
｡
桂

一
分
｡
凡
四
物
皆
冶
合
和
｡
以
方
寸

寸

｡

酢

53
渠
飲
之
｡
日
再
夜

一
｡
良
甚
｡
勿
俸
也
｡

(
B

)

(
讐

金
剣
を
な
お
し
て
痛
み
を
止
め
る
虞
方
｡
石

膏

一
分
'
董
二
分
'
甘

草

一
分
'
桂

l
分
の
計
四
種
の
薬
物
を
み
な
粉
に
し

一
緒
に
し
て
混
ぜ
合

わ
せ
'
方
寸
七

一
杯
を
酢
で
飲
み
'
書
に
二
回
'
夜
に

一
回
飲
め
｡
致
き
め
は
た
い
へ
ん
に
よ
い
｡
ひ
と
に
俸
え
て
は
な
ら
な
い
｡

警

鮎

腸

出
方
｡
冶
曹

≡
指
撮
｡
以
鼓
汁
飲
之
.
日
再
三
飲
｡
腸
白
票

｡
大
良
｡
勿
俸
也
｡

金
剣
で
腸
が
出
た
も
の
を
治
療
す
る
虞
方
｡
龍
骨

1
つ
ま
み
を
粉
に
し
､
或
汁
で
飲
み
へ
日
に
二
'
三
回
飲
め
｡
腸
は
ひ
と
り
で
に
中
に
入
る
｡

な
か
な
か
よ
-
教
-
｡
ひ
と
に
俸
え
て
は
な
ら
な
い
｡

55

｡
治
□
□
□
□
□
□
□
潰
｡
撃
不
能
治
禁
方
｡
其
不
倫
者
｡
牛
夏
日
赦
勺
乗
組
辛

(13
)

(StI)

56
烏
晩
赤
石
脂

貸

緒

｡
赤
豆
初
生
末
臥
者
｡
暫

矢

｡
凡
九
物
皆
井
冶
合
｡
其
分
各
等
合
和
｡

(
S
)

(
139
)

(
S
)

□
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
潰
れ
て
撃
者
が
な
お
す
こ
と
の
で
き
な
い
の
を
な
お
す
秘
密
の
虞
方
｡
そ
の
な
お
ら
な
い
も
の
は

牛

夏

'
日

数

'
苛

薬

へ
細

(141)

(S
)

(Sn

辛
'

烏

瞳

'

赤

石

脂
'
代
縮
'

赤

小

豆
の
も
や
し
の
長
-
伸
び
て
い
な
い
も
の
'
薫
の
糞
の
計
九
種
の
薬
物
を
み
な
粉
に
し
､
そ
の
割
合
は
そ
れ

閣
内

ぞ
れ
等
し
-
し
て

一
緒
に
し
て
混
ぜ
合
わ

せ

｡



(
E3r
)

57
治
千

金

膏

薬
方
｡
萄
版
四
升
｡
弓
窮

一
升
｡
日
置

一
升
｡
付
子
升
果
｡
凡
四
物

(響

(147
)

等

冶
父
且
｡
置
銅
器
中
｡
用
淳

竺

升
漬
之
卒
時
｡
取

責

驚

三
斤
.
鮎

論
)

応
7

59
之
｡
先
取
難
子
中
黄
者
｡
置

梧

中

｡
擁
之
三
百
｡
取
薬

成

｡

以
五
分
七

一
｡
置
難
子
中
｡
復

(..E3)

(望

60捷
之
二
百
｡

薄

以

塗
其

薙

者
｡
上
空
者
達
之
中
央
｡
大
如
銭
｡
薬
乾
復
塗
之
｡
如

(fi;)

61前
法
三
塗
｡
去
其
散
薬
｡
其
母

農

者
行
儀
｡
己
有
農
者
潰
｡
母
得
力
作
｡
禁
食
諸
采
｡

(禦
62
口

置

口
上
｡
良
甚
｡
創
意
症
皆
中
之
｡
良
｡
勿
健
也
｡

63
逆
気
呑
之
｡
喉
痔
呑
之
｡
摩
之
｡
心
腹
意
呑
之
｡
喰
患
呑
之
｡
血
府
患
呑
之
｡
摩
之
｡
咽

(讐

64
乾
摩
之
｡
薗
患
塗
之
｡
昏
戯
塗
之
｡
鼻
中
生

悪

傷

塗
之
｡
亦
可
呑
之
｡
皆
大
如

65
酸
某
｡
精
咽
之
｡
腸
中
有
益
馬
鹿
｡
摩
之
皆
三
｡
乾
而
止
｡
此
方
禁
｡
又
中
研
人
乳
飴
｡

(Lf
)
(lil)

66
□
呑
之
｡
気

韻

｡

裏

葵

以
穀
｡
塞
之
耳
｡
日
萱
易
之
｡
金
創
塗
之
｡
頭
患
風
塗

(;Lf)

67

之
｡
以
三
指
摩
□
□
ロ
ロ

店

番

之
｡
身
生
悪
気
塗
之
｡
此
膏
薬
大
良
｡
勿
得
偉
｡

(.潤
)

千
金
を
治
療
す
る
膏
薬
方
｡
萄
淑
四
升
､
考
窮

1
升
'
日

置

一
升
へ
附
子
三
十
個
の
計
四
種
の
薬
物
を
み
な
細
か
-
砕
い
て
粒
状
に
L
t
銅
器

中
に
入
れ
'
濃
い
酢
三
升
に
し
ば
ら
-
漬
け
､
豚
の
脂
肪
≡
斤
を
と
っ
て
ま
ず
煎
じ
､
あ
ら
か
じ
め
杯
中
に
取
り
分
け
て
お
い
た
鶏
の
卵
黄
を
と

(160
)

っ
て
杯
の
中
に
入
れ
､
三
百
回
撹
拝
し
て
お
き
､
で
き
た
薬
を
と
-
だ
し
て

五

分
七

l
杯
を
難
卵
中
に
入
れ
'
ま
た
二
百
回
撹
拝
し
'
う
す
め
て

癖
に
塗
れ
｡
上
に
穴
の
あ
い
て
い
る
も
の
は
中
央
に
鏡
位
の
大
き
さ
の
部
分
を
塗
ら
ず
に
お
け
｡
膏
薬
が
乾
い
た
ら
ま
た
塗
れ
｡
ま
え
の
や
り
か

た
で
三
度
塗
っ
た
の
ち
'
古
い
膏
薬
を
は
が
せ
｡
膿
の
な
い
も
の
は
次
第
に
な
お
っ
て
ゆ
き
､
膿
を
も
っ
て
い
る
も
の
は
潰
れ
る
｡
力
仕
事
を
し

て
は
い
け
な
い
｡
諸
菜
を
食
べ
る
の
は
禁
ず
る
｡
口
上
に
□
置
す
れ
ば
た
い
へ
ん
よ
-
敷
き
'
切
創
'
痛
み
､
疫
に
み
な
適
す
る
｡
良
方
で
あ
り
､

ひ
と
に
俸
え
て
は
い
け
な
い
｡

(g
)

(9
)

(
讐

(
禦

逆

気

に
は
こ
の
薬
を
呑
め
｡
喉

痔

に
は
呑
み
､
ま
た
す
り
込
め
｡
心
腹
痛
に
は
呑
め
｡

睦

痛
に
は
呑
め
｡
血

府

痛
に
は
呑
み
へ
ま
た
す
り
込
め
｡

武
威
漢
代
腎
筒
に
つ
い
て



東

方

畢

報

(
165
)

咽

乾

に
は
す
り
込
め
｡
歯
痛
に
は
塗
れ
｡
鼻
血
に
は
塗
れ
｡
鼻
の
中
に
悪
傷
が
で
き
た
時
に
は
塗
れ
｡
ま
た
呑
ん
で
も
よ
い
｡
呑
む
場
合
は
'
す

(讐

べ
て

酸

素
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
に
L
t
す
こ
し
ず
つ
飲
み
へ
腸
中
に
益
が
あ
る
の
を
目
安
に
す
る
｡
す
-
込
む
場
合
は
､
す
べ
て
三
度
す
り
込
み
'

(.leg)

乾
い
た
ら
や
め
る
｡
こ
の
虞
方
は
禁
方
で
あ
る
｡
ま
た
授
乳
中
の
婦
人
の

乳

飴

に
き
-
｡
口
に
は
こ
れ
を
春
め
｡
耳
の
聞
え
に
-
い
時
に
は
薬
を

ち
り
め
ん
で
つ
つ
ん
で
耳
に
栓
を
し
､
日
に

一
度
取
り
替
え
よ
｡
金
剣
に
は
塗
れ
｡
頭
痛
風
に
は
塗
り
'
ま
た
三
本
の
指
で
□
□
□
口
癖
に
は
呑

め
｡
身
鮭
に
悪
気
が
生
じ
た
時
に
は
塗
れ
｡
こ
の
膏
薬
は
た
い
へ
ん
よ
-
教
-
｡
ひ
と
に
俸
え
て
は
な
ら
な
い
｡

(.leg)

(16
)

68
六
日
｡
腹
中
常
温
｡
々
至
足
下
｡
傷
膿
出
｡
逐
服
之
｡
升
目
知
億
｡
六
十
日

須

廉

生
｡
音
聾
雅

樹

敗

｡
能
復
精
鼻
中
｡

(170
)

-

-

六

日
'
腔
の
内
が
痛
み
'
痛
み
が
足
の
下
ま
で
き
て
､
傷
の
膿
が
出
る
時
は
'
つ
づ
け
て
こ
れ
を
服
用
せ
よ
｡
三
十
日
で
治
癒
L
t
六
十

日
で
嚢
や
眉
が
生
え
て
-
る
｡
聾
は
か
す
れ
て
出
な
い
が
'
鼻
の
中
は
ふ
た
た
び
す
っ
き
り
す
る
｡

(17
)

(TIE3'

69鼻
中
常

習

血
出
｡
若
膿
出
｡
去
死
肉
｡
薬
用
代
庭
如
巴
豆
各

1
分
｡
井
合
和
｡
以
架

裏

薬
｡
塞
鼻
｡
諸
息
肉
皆

(17
)

抗
)

70
出
｡
不
出
｡
更
飲
調
中
薬
｡

用々

事

磨
二
分
｡
甘
逐

二

分
｡
大
黄

l
分
｡
冶
合
和
｡
以
米
汁
飲

一
刀
圭
｡
日
三
四
飲
｡
徴
出
則
止
｡
鼻
不
利
｡

(捕
)

(17
)

71
薬
用
制
度
一

本

｡

亭
磨
二
分
｡
付
子

一
分
｡

早

英

一
分
｡
皆
井
父
且
合
和
｡
以
醇
酷
潰
卒
時
｡
去
宰
｡
以
汁
濯
其
鼻
中
｡

(177
)

(S
)

(S
)

鼻

の

中
に
腐
血
が
出
て
-
る
は
ず
で
あ
る
｡
も
し
膿
が
出
れ
ば
'
死
肉
を
と
り
去
れ
｡
薬
物
は

代

の
蘭
茄
'
巴

豆

そ
れ
ぞ
れ

一
分
を
ど
ち
ら
も

一
緒
に
し
て
混
ぜ
合
わ
せ
'
架
で
薬
を
つ
つ
ん
で
鼻
に
栓
を
す
れ
ば
'
諸
息
肉
は
み
な
出
て
-
る
｡
出
な
い
場
合
は
さ
ら
に
内
臓
を
調
え
る
薬
を

飲
め
｡
そ
の
薬
は
亭
慶
二
分
､
甘
逐
二
分
'
大
黄

一
分
を
粉
に
し

一
緒
に
し
て
混
ぜ
合
わ
せ
'
米
の
と
ぎ
汁
で

一
刀
圭
ず
つ
飲
み
'
日
に
≡
'
四

(oS
)

回
飲
ん
で
'
致
き
め
が
見
え
て
き
た
ら
や
め
よ
｡
鼻
が
通
じ
な
い
場
合
は
'

葬

虐

一
本
t
等
慶
二
分
'
附
子

l
分
'
皇
英

一
分
を
み
な
ど
れ
も
粒

(Eco)

状
に
砕
き
へ

1
緒
に
し
て
混
ぜ
合
わ
せ
'
濃
い
酢
に
し
ば
ら
-
漬
け
'
浮
を
除
い
て
'
汁
を
そ
の
鼻
の
中
に
そ
そ

げ

｡

72
回
徴
嘗
下
｡
従
大
便
出
｡

-
-
徹
し
は
す
ぐ
に
あ
ら
わ
れ
て
'
大
便
と

一
緒
に
出
る
｡

闇
E

73
□
□
口
口
□
ロ
ロ
ロ
園
欄
蘭
雇
盛
者
以
人
事
威

之

｡
此
薬
亦
中
｡
治
毒
養
｡
如



(
響

…
-
老
疫
の
人
が
人
事
に
心
を
動
か
す
よ
う
で
あ
れ
ば
'
こ
の
薬
も
適
し
､
毒
壕
を
な
お
す
｡

如

74
オ
飲
食
教
口
｡
禁
｡
不
俸
也
｡

-
-
飲
食
数
□
'
禁
方
で
あ
り
'
ひ
と
に
俸
え
て
は
な
ら
な
い
｡

75
図
二
升
ロ
ロ
｡
復
置
水

l
升
其
中
｡
為
東
郷
造
｡
炊
以
甫
薪
｡
若
桑

(3
)

(
捕
)

-
-
二
升
□
□
'
ま
た

一
升
の
水
を
そ
の
中
に
入
れ
'

東

向

き
の
か
ま
ど
を
作
り
'
葦
の
た
き
ざ
で
炊
-
｡
も
し

桑

76
同
相
得
丸
之
.
大
如
吾
寮
｡
先
舗
食
呑
二
九
.
日
再
服
.
薬
一

(
.IES
)

-
‥
二

緒
に
し
て
こ
れ
を
梧
桐
の
賓
の
大
き
さ
の
丸
に
L
t
食
後
に
二
九
を
飲
み
'

一
日
に
二
回
服
用
せ
よ
｡
薬
は

一

(
fep.
)

77
回
四
両
｡
滑
石
二
両
｡
人
参
方
風
細
辛
各

1
両
｡
肥
慕
五
-
････四
両
､
滑
石
二
両
'
人
参
'
防
風
'
細
字
そ
れ
ぞ
れ

一
両
､
大
き
な
菜

五

〔

個
〕

78
｡
右
治
百
病
万

石
は
古
癖
を
治
療
す
る
虞
方
で
あ
る
｡

79
治
久
款
｡
上
気
｡
喉
中
知
育
虫
鳴
状
｡
珊
歳
以
上
方
｡
荘
胡
桔
梗
局
限
各
二
分
｡
桂
烏
晩
茎
各

一
分
｡
凡
六
物
皆
治
合
和
｡
九
日
密
｡
大
如
嬰
桃
｡

喜
夜
暗
三
九
｡
棺
咽
之
｡
甚
良
｡

長
-
咳
が
績
き
'
上
気
し
て
喉
の
中
で
た
-
さ
ん
の
虫
が
鳴
い
て
い
る
よ
う
な
音
を
立
て
､
三
十
年
以
上
も
な
お
ら
な
い
人
を
治
療
す
る
庭
方
｡

柴
胡
'
桔
梗
'
萄
版
そ
れ
ぞ
れ
二
分
'
桂
'
烏
晩
'
蓋
そ
れ
ぞ
れ

一
分
の
計
六
種
の
薬
物
を
み
な
粉
に
し

一
緒
に
し
て
混
ぜ
合
わ
せ
へ
白
壁
で
嬰

桃
大
の
丸
と
L
t
重
と
夜
に
'
三
九
ず
つ
を
口
に
含
ん
で
'
す
こ
し
ず
つ
飲
め
｡
た
い
へ
ん
よ
-
教
-
0

岬
o
治
久
歌
道
｡
上
気
湯
方
｡
荘
園
右
京
｡
門
冬

一
升
O
整

竺

升
.
秦
至

升
｡
石
膏
牛
升
｡
自
□

一
口
.
竺

尺
｡
密
牛
升
｡
粟
井
枚
｡
牛
夏

8
十
枚
｡
凡
十
物
皆
父
且
｡

叱
牛
夏
母
父
且
｡

泊
水
斗
六
升
｡
炊
令
六
沸
｡

波
去
辛
｡

湿
飲

示

括
｡
日
三
飲
｡

即
薬
宿
営
更
沸
之
｡
不
遇
三
四
日
遜
｡

8

(讐

(讐

(5
)

長

-

歎
軟
を
患
い
'
気
が
逆
上
し
煩
悶
し
て
死
に
そ
う
な
状
態
を
治
療
す
る
煎
薬
の
虞
方
.

紫

苑

七
束
'

門

冬

山
升
'

一車

-
･

.
･
;･.･･,
I
.1
･

･

･
.
1

武
威
漢
代
謝
筒
に
つ
い
て



東
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学

報
(
Eo,)

(
讐

石
膏
牛
升
p
自
□

1
□
'
桂

1
尺
'
牽
牛
升
'
大
震
三
十
個
'

牛

夏
十
個
の
計
十
種
の
薬
物
を
'
み
な
粒
状
に
砕
き
'
牛
夏
は
砕
か
な
い
で
'
水

一
斗
六
升
を
注
い
で
煎
じ
'
炊
い
て
六
回
沸
騰
さ
せ
'
癒
し
て
浮
を
除
き
'
埋
め
て
小
さ
な
盃

1
杯
を
飲
み
'
日
に
三
回
飲
め
｡
も
し
こ
の
薬
が

一
晩
た
つ
た
ら
'
も
う

一
度
沸
騰
さ
せ
な
お
せ
｡
三
㌧
四
日
た
た
な
い
う
ち
に
病
気
は
な
お
る
｡

(禁

81
治
樺
手
足
薙
種
方
｡
順

讐

朋

･撃

弛
預

脚
鮎

撃
草

蒜

飯
酒

(Ec,)

手
足
が

麻

棒
し
､
は
れ
も
の
が
で
き
て
い
る
人
を
海
燕
す
る
虞
方
.
秦
克
五
分
'
附
子

1
分
の
計
二
種
の
薬
物
を
粉
に
し

一
緒
に
し
て
混
ぜ
合

わ
せ
､
方
寸
ヒ
牛
杯
を
食
事
の
後
に
酒
で
飲
み
'

1
日
に
三
回
飲
め
｡
病
気
が
な
お
る
の
を
服
用
の
目
安
と
す
る
｡

(HS;)

(空

重

押
治
久
推
｡
腸

蹄
｡
欧
血
□
口

裏

□

□
□
□
撃
不
能
治
｡
皆

射

去
方
｡
黄
連
四
分
｡
黄
芥
石
脂
碓
骨
人
参
董
桂
各
二
分
｡
凡
七
物
皆
井
冶
合
｡
丸
以

8
密
｡
大
知
弾
丸
｡
先
鋪

cqTJ
食
｡
以
食
大
湯
堅

丸
｡
不
起
□
□
□
口
腸
中
国
加
甘
草
二
分
｡
多
血
加
桂
二
分
.
多
農
加
石
脂
二
分
｡
□

1
□
□
□
□
□
多
□
加
黄
竺

分
｡

8
禁
鮮
魚
希
肉
｡
方
禁
｡
良
｡

水
み
た
い
な
下
痢
が
長
-
績
き
'
膿
血
を
排
推
し
'
-
･‥
を
つ
つ
み
､
-
-
賢
者
は
な
お
す
こ
と
が
で
き
ず
'
み
な
治
療
し
な
い
で
蘇
っ
て
し

(i
)

(響

(響

ま
う
状
態
の
人
を
な
掌

虞
方
･
黄

連

四
分
,

(配
布

,

(碓

脂
､

菅

,
人
参
,

重

,

桂
竺

分
の
計
七
種
の
薬
物
を
み
な
ど
れ
も
粉
に
L

l
緒
に

雛
E

し
て
'
蜜
で
弾
丸
大
の
丸
に
L
t
食
後
に
食

大

湊
で

一
丸
を
飲
め
｡
起
き
上
れ
な
-
て
□
□
□
□
腸
の
中
が
痛
む
場
合
は
甘
草
二
分
を
加
え
､
出

血
が
多
い
場
合
は
桂
二
分
を
加
え
､
膿
が
多
い
場
合
は
石
脂
二
分
を
加
え
'
□

1
□
□
□
□
口
､
口
が
多
い
場
合
は
黄
苓

1
分
を
加
え
よ
｡
鮮
魚

や
豚
肉
を
食
.I(
て
は
い
け
な
い
｡
秘
密
の
虞
方
で
あ
-
'
良
方
で
あ
る
｡

押

野
二
分
牛
｡
牡
麹
三
分
.

8
(207
)綱
現
∴
-

南

飴

量

四

分

｡
黄
苓
七
分
｡

乗
米
三
分
｡

凡
六
物
皆
冶
合
和
｡
丸
以
自
密
｡
丸
大

o

厚
朴
三
分
｡
如
吾
寛
｡
且
呑
七
九
｡
舗
呑
九
九
｡



紘

欝

十

完

｡
服
薬
十
日
知
｡
小
便
数
多
｡
廿
日
億
｡
公
孫
君
方

8

(209
)

(a
)

(
=-
)

磐
石
二
分
牛
へ
牡
麹
三
分
､
南
飴
糧
四
分
'
黄
苓
七
分
､
糞

米

三
分
'

厚

朴

三
分
の
計
六
種
の
薬
物
を
み
な
粉
に
し

一
緒
に
し
て
混
ぜ
合
わ
せ
へ

自
蜜
で
梧
寛
大
の
丸
に
L
t
朝
に
七
九
'
夕
方
に
九
九
㌧
夜
に
十

一
九
を
呑
め
｡
十
日
間
薬
を
服
用
す
れ
ば
教
果
が
あ
ら
わ
れ
'
小
便
の
回
数
が

声
.

一

多
-
な
り
'
二
十
日
間
で
病
気
が
な
お
る
｡
こ
れ
は

公

孫
君
の
虞
方
で
あ
る
｡

岬
白
水
侯
所
奏
治
男
子
有
七
疾
方
｡
何
謂
七
疾
｡

l
日
陰
寒
｡
二
日
陰
屡
｡
三
日
苦
衰
｡
四
日
精
失
｡
五
日
精
少
｡
六
日
棄
下
義
輝
｡
ESj不
卒
｡
名

8
目
七
疾
｡
令
人
陰
口
中
｡
秦
下
着
潔
｡
園
乏
黄
汁
出
｡
図
行
小
便
時
難
瀞
｡
□
赤
黄
河
白
□
便
｡
赤
膿
飴
｡
同
房
董
鳳
1.
膝
腔
寒
｡
手
足
熱
｡
画
E

煩
臥
不
安
林
.
洞
目
泣
出
｡
ESj下
常
患
湿
｡
々
下
溜
穿
急
｡

i
l･.

･

∵
/
.･
･.･
;

:
.

..
_..

･.
･

∵

.･.]
･･･

1
･:･･=

･

-.
∴
/
･.
.
･

.
/
.;

.

.!

‥

8
坐
不
起
ロ
｡
便
ESj看
病
如
此
.
終
古
母
子
.
治
之
方
｡
活
槙
板
十
分
｡
天
雄
五
分
｡
牛
膝
四
分
｡
横
断
四
分
｡
ロ
ロ
五
分
｡
昌
蒲
二
分
｡
凡
六
物

皆
井
冶
合
和
｡
以
方
寸
七

l
為
後
飯
｡
億
｡
久
病
者
｡
井
目
平
復
｡
百
日
母
疾
闇
】｡
建
威
飲
酒
軍
方
.
良
｡
禁
｡
千
金
不
俸
也
｡

(S
)

(-=)

(a
)

(a
)

(-=
)

(a)

(
a
)

白

水

侯
が
上
奏
し
た
男
性
の
も
つ

七

疾

を
治
療
す
る
虞
方
｡
七
疾
と
は
何
か
｡

一
は
陰

寒

'

二
は

陰

療

'
三
は

苦

裏

､
四
は

精

失

'
五
は

精

少
'

(fi)

(fLJ

六
は

棄

下

壌
渥
-
-
〔七
は
〕
-
-

不

卒

と
い
う
｡
こ
れ
ら
を
七
疾
と
構
す
る
｡
人
の
陰
を
口
中
に
L
t
陰
嚢
の
下
が
か
ゆ
-
て
漏
り
t
か
-
と
黄

汁
が
出
､
-
-
小
便
を
す
る
時
排
推
し
に
-
ミ

ロ
赤
'
黄
'
濁
'
目
口
の
便
を

〔排
出
〕
L
t
赤
色
の
膿
が
残
る
｡
-
-
苦
痛
が
あ
り
'
膝
や

腔
が
冷
え
へ
手
足
が
熱
-
､
そ
の
う
え
'
寝
る
の
が
つ
ら
-
て
安
ら
か
に
林
に
つ
い
て
い
る
こ
と
が
で
き
ず
'
目
か
ら
浜
が
出
'
-
-
の
下
が
い

(響

つ
も
痛
ん
で
熟
が
あ
り
'
熟
が
下
っ
て
小

便

が
頻
繁
に
な
-
'
-
-
こ
の
よ
う
な
病
状
の
あ
る
も
の
を
少
傷
と
い
う
｡
-
-
酒
を

〔飲
み
〕
大
い

に
楽
し
ん
で
長
い
あ
い
だ
坐
っ
て
い
る
と
立
ち
あ
が
れ
ず
'
-

‥
こ
の
よ
う
な
病
状
が
あ
れ
ば
､
い
つ
ま
で
も
子
が
で
き
な
い
｡
こ
れ
を
治
療
す

(a
)

(響

(響

(B
)

る
虞
方
｡

(舵
槙

雫

分
,

天

雄

五
分
,
牛

膝

四
分
,
績

断

四
分
､
ロ
ロ
五
分
,

菖

蒲

二
分
の
計
六
種
の
薬
物
を
み
な
ど
れ
も
粉
に
し

一
緒
に
し
て

混
ぜ
合
わ
せ
'
方
寸
也

一
杯
を
食
前
に
服
用
す
れ
ば
'
病
気
は
な
お
る
｡
長
-
病
ん
で
い
る
も
の
は
三
十
日
で
回
復
L
t
百
日
で
病
苦
が
な
-
な

る
｡
こ
れ
は

(
A

)威

秋
撃

の
努

で
あ
る
O
良
方
で
あ
り
､
鷺

の
虞
方
で
あ
っ
て
,
千
金
を
積
ん
で
も
ひ
と
に
停
え
て
は
な
ら
な
い
｡

武
威
漢
代
馨
簡
に
つ
い
て



東

方

撃

報

八
八

押
Eg
分
｡
人
望

分
国
璽

□
焦

岩

□
二
分
｡
口

1
分
｡
凡
八
圏
冶
固
口
｡
以
湿
酒
飲
方
寸
ヒ

一
｡
日
≡
飲
之
｡
呂
功
君
方
｡
有
農
者
｡
白
馬
□

8
□
□
□
□
口
□
□
□
出
｡
有
血
｡
不
得
為
農
｡

｡
治
東
海
白
水
侯
所
奏
方
｡
治
男
子
有
七
疾
及
七
傷
｡
何
謂
七
傷
｡

1
日
陰
寒
｡
二
日
陰
屡
｡
三

日
陰
衰
｡
四
日
尭
下

吃
渥
而
養
｡
黄
汁
出
｡
卒
息
｡
五
日
小
便
有
徐
｡
六
日
聾
中
風
如
林
状
｡

七
日
精
白
出
｡
空
居
猪
怒
.
臨
事
不
起
｡
々
死
玉
門
中
｡
意
常
欲
得
婦
人
｡

8
甚
者
更
而
首
軽
重
｡
時
腹
中
患
｡
下
弱
穿
光
｡
此
病
名
日
岡
面
｡
□
桔
梗
十
分
.
牛
膝
績
断
方
風
速
志
杜
仲
赤
石
脂
山
朱
異
相
寛
各
四
分
｡
肉
従

容
天
雄
署
輿
地
図
.
囲
L出
五
物
皆
井
冶
歴
Eg

(.fi)

-
･･･□
分
'

人

の

毛
髪

一
分
を
妙
っ
た
も
の
'
□
健
二

〔分
〕'
口
二
分
'
□

l
分
の
計
八
種
の
薬
物
を
粉
に
L

l
緒
に
し
て
〔混
ぜ
合
わ
せ
〕
'

(響

埋
め
た
酒
で
方
寸
七

一
杯
を
飲
み
'
日
に
三
回
飲
め
｡
こ
れ
は

呂

功
君
の
虞
方
で
あ
る
｡
膿
が
あ
る
場
合
は
自
然
に
-
-
が
出
て
'
出
血
し
て
膿

に
な
ら
な
い
｡
.

(B
Z
海

の
白
水
侯
が
上
奏
し
た
と
こ
ろ
〔
の
病
気
〕
を
治
療
す
る
虞
方
｡
男
性
の
も
つ
七
疾
と
七
傷
を
治
療
す
る
｡
七
管

は
何
か
.

(EM.)

一
は
陰
寒
'
二
は
陰
療
'
三
は
陰
衰
'
四
は
陰
嚢
の
下
が
滞
っ
て
か
ゆ
-
'
黄
汁
が
出
て
ひ
ど
-
痛
む
も
の
'
五
は
小
便
が
止
ま
り
に
-
い
も
の
'

(E3)

(gS)

六
は
陰
垂
の
中
が
痛
ん
で

淋

の

よ
う
に
な
る
も
の
'
七
は
精
液
が
ひ
と
り
で
に
出
て
'
な
に
も
し
な
い
で
い
る
と
興
奮
す
る
が
､
房

事

に
臨
む
と

勃
起
せ
ず
'
勃
起
し
て
も
陰
門
の
中
で
な
え
て
し
ま
い
'
い
つ
も
婦
人
を
求
め
る
気
拝
が
あ
-
'
ひ
ど
い
場
合
に
は
更
而
首
軽
重
'
と
き
に
は
腹

(a
)

(讐

(讐
(讐

(ES)

の
中
が
痛
み
､
小
便
が
膜
既
に
溜
る
｡
こ
う
い
う
病
気
を
内
傷
と
い
う
｡

〔そ
の
薬
は
〕
桔
梗
十
分
､
牛
膝
'
綬
断
'
防
風

'遠志
'
杜
仲
'
赤

(a
)

(239
)

(5g)

(E
)

石
脂
'
山

菜

英
'
柏

寛

各
四
分
'

内

在
蓉
'
天
雄
'

薯

薄

'
地
n

･････の
計
十
五
種
の
薬
物
を
み
な
ど
れ
も
粉
に
し

1
緒
に
し
て
････
･

･

岬
囲
圏
匪
大
風
方
｡
椎
茸
丹
砂
碁
石
ESd盆
石
玄
石
滑
石
園
長
璽

両
｡

8略

図
熟
Eg
上
□
□
十
Eg
飯
薬
以
Eg
l圏
画
面
辛
｡
升
目
知
｡
六
十
日
億
｡

8

.....1悪
病
,
毎
㌢

治
療
す
る
男

(質

(k

h
,
翠

...

('fO

人
喝

讐

各
異
｡
斯
Eg
lll重
盛
薬
□
□
三
石
□
□
□
三
｡

Fg皆
蕗

随

｡

皆
復
生
o

Eg
錐
折｡
能
復
起
.
不
仁
｡
皆
仁.

(S
)

(細
)

-

盆

石

'
玄

石

'
滑
石
'
-
-
長
〔石
〕
-
‥
二

両
'
人
参
-
-
こ
れ
を
抱
き

秤
-
の
は
'
そ
れ
ぞ
れ
別
に
し
'
-
-
豚
肉
､
魚
'
辛
い
も
の
を
〔食
べ
て
は
い
け
な
い
｡
〕
三
十
日
で
教
き
め
が
あ
ら
わ
れ
'
六
十
日
で
病
気
が

(S
)

(TIEQ)

な
お
る
｡
-
-
･み
な

落

ち

て
'
ま
た
み
な
生
じ
'
-
-
折
れ
た
と
い
っ
て
も
ま
た
起
つ
こ
と
が
で
き
'
手

足

の
し
び
れ
は
み
な
と
れ
る
｡



叩
治炉

評

及
馬
禦

｡
取
口
絡
蘇

二
酬
芸

子
甘
枚
｡
震

亮

乾
蒜

二
両
｡
皆
父
且
之
｡
以
格
蘇
煎
之
｡
三
沸
｡
乗
取
以
博
之
｡
良
甚
｡

8
治
入
牢
薙
方
｡
冶
赤
石
脂
｡
以
寒
水
和
｡

(
響

視
塗
舞
上
｡
以
億
為
政
｡
良
｡
治
狗
番
人
創
意
方
｡
煩
狼
毒
｡
冶
以
博
之
｡
創
乾
者
｡
和
以
膏
博
之
｡
治

揚

火

凍
方
｡
煩
□
羅
｡
冶
以
博
之
｡
良
甚
｡

8

(.nfi)

(gS)

か
さ
ぶ
た
や
灸
に
よ
っ
て
で
き
た
傷
お
よ
び
､
乗

馬

に
よ
っ
て
で
き
た
傷
を
治
療
す
る
虞
方
｡
路
駅
の
乳
か
ら
作

っ
た

軒

一

升
'
附
子
二
十
個
'

(Escq)

萄
敬

一
升
'
乾

常

蹄
二
両
を
み
な
粒
状
に
砕
き
へ
轄
麻
で
煎
じ
'
三
回
沸
騰
さ
せ
'
薬
ほ
と
り
だ
し
て
患
部
に
つ
け
よ
｡
た
い
へ
ん
敷
き
目
が
あ

る
｡

(
E
;
.l

(
響

急
に
魔
が
で
き
た
の
を
治
療
す
る
虞
方
｡
赤

石

脂
を
細
か
-
砕
き
'
冷
い
水
で
混
ぜ
合
わ
せ
'
癖
に
塗
れ
'
傷
が
な
お
る
の
を

故

と

す
る
｡
艮

方
で
あ
る
｡

(
fF
;
)

(
刈

)

犬
に
噛
ま
れ
た
傷
の
痛
む
の
を
治
療
す
る
虞
方
｡
狼

毒

を

妙

っ

て
､
細
か
-
砕
い
て
つ
け
る
｡
傷
が
乾
い
て
い
る
場
合
は
膏
に
混
ぜ
合
わ
せ
て

つ
け
よ
｡

や
け
ど
や
し
も
や
け
を
治
療
す
る
虞
方
｡
□
岸
を
煩
し
て
'
細
か
-
砕
い
て
つ
け
よ
｡
た
い
へ
ん
よ
-
教
-
0

□
三
升
｡
常
蹄
十
分
｡
自
在
四
分
｡

岬
治
妨
人
膏
薬
方
｡
付
子
升
枚
｡
甘
草
十
分
｡

8

弓
大
部
十
分
｡
莫
草
二
束
｡

(
響

凡
七
物
｡
以
扮
騰

高

｡

舎
之
｡

紘
治

妨
人
高

薬
方
｡

8

(
響衛

≡

升
｡
甘
草
十
分
｡
凡
七
物
｡
以
筋
膜
高
之
｡

付
子
升
枚
｡
菓
草
二
束
｡

弓
大
部
十
枚
｡

日
置
四
分
｡

武
威
漢
代
腎
筒
に
つ
い
て



東

方

畢

報

骨
鋸
十
分
｡
之
之
凡
六
物
｡
合
後
日
｡

(
S
)

(
Egcq
)

授
乳
中
の
婦
人
を
治
療
す
る
膏
薬
方
｡
桔
槙
三
升
､
常
蹄
十
分
'
白
玉
四
分
'
附
子
三
十
個
､
甘
草
十
分
'
弓

大

都
十
分
'
藁

本

二
束
､
計
七

種
の
薬
巌

讐

膏
に
し
て
施
せ
｡

岬
百
病
膏
薬
方
｡

8

萄
版
四
升
｡
自
甚

一
升
｡

弓
窮

一
升
｡
付
子
鼎
果
｡
凡
四
物
父
且
｡
漬
以
淳

酷
三
升
｡
溝
口
□
□

三
斤
先
口
□
口
口

は
枚
｡
煎
薬
□
□
□
□
□
口
｡
汝
去
宰
｡

8

百
病
膏
薬
方
｡
萄
板
四
升
'
白
玉

一
升
t
等
窮

一
升
'
附
子
三
十
個
'
計
四
種
の
薬
物
を
粒
状
に
砕
き
'
濃
い
酢
≡
升
に
漬
け
'
-
･･･≡
斤
先

-
-
枚
､
煎
薬
-
-
癒
し
て
浮
を
除
け
｡

岬
五
辰
辛
｡
不
可
始
久
剰
飲
薬
｡
必
死
｡

甲
寅
乙
卯
不
可
久
剰
･
不
出
旬
死
｡

五
辰
不
可
飲
薬
｡

病
者
日
益
加
蘭
J｡

9

(R
)

吃
無
口
禁
｡
朔
晦
日
甲
午
｡
皆
不
可
始
□
□
□
□
□
□
月
六
日
十
六
日
十
八
日
廿
二
日
｡
皆
不
可
久

可

久

刺
｡

見
血
止
己
□

9

(S
)
五

辰

の
辛
の
日
に
は
灸
や
針
を
し
は
じ
め
た
り
薬
を
飲
み
は
じ
め
た
り
し
て
は
い
け
な
い
｡
か
な
ら
ず
死
ぬ
｡
甲
寅
､
乙
卯
の
日
に
は
灸
や
針

を
し
て
は
い
け
な
い
｡
十
日
も
た
た
な
い
う
ち
に
死
ぬ
｡
五
辰
に
は
薬
を
飲
ん
で
は
い
け
な
い
｡
病
人
は
ま
す
ま
す
病
気
が
悪
-
な
る
｡
無
口
禁
｡

晦
日
と
朔
日
'
甲
午
の
日
に
は
い
ず
れ
も
-
-
し
は
じ
め
て
は
い
け
な
い
｡
-
-
月
六
日
､
十
六
日
'
十
八
日
'
廿
二
日
に
は
い
ず
れ
も
灸
や
針

を
し
て
は
な
ら
な
い
｡
血
行
が
止
っ
て
し
ま
う
｡
-
-

･
(
ESch
)

岬
牛
膝
牛
斤
｡
直
五
十
O
卑
口
車
斤
｡
直
Lf
J五
｡
朱
異
二
升
牛
｡
廿
五
｡
方
風
牛
斤
｡
百
.
慈
石

l
斤
牛
.
百
井
｡
席

虫

牛
升
｡
廿
五
｡
小
板

一
升

9
牛
｡
五
十
｡
山
朱
異
二
升
牛
｡
直
五
十
｡
黄
苓

一
斤
｡
直
七
十
｡

ほ
黄
連
牛
斤
｡
直
百
｡
□
□
二
斤
｡

直
甘
七
｡

子
威
取
｡
河
敢
牛
斤
.
直
七
十
五
｡

績
断

言

.
百
｡
子
威
取
｡
□
□
□
取
薬
｡
凡
直
九
百
甘
七
｡

9

(S
)

(271
)

牛
膝
牛
斤
､
償
格
五
十
鏡
｡
卑
□
牛
斤
'
二
十
五
鏡
｡
某

葵

二
升
牛
'
二
十
五
歳
｡
防
風
牛
斤
'
古
鏡
｡
磁
石

一
斤
牛
'
百
三
十
鏡
｡
塵
虫
牛



(
E
;
)

(
E
S
)

(

S
)

升
'
二
十
五
鏡
｡
小

板

1
升
牛
'
五
十
鏡
｡

山

菜

英
二
升
牛
'
五
十
鏡
｡
黄
苓

l
斤
'
七
十
鏡
.
黄
連
年
斤
'
百
銭
｡
子

威

の
取
っ
た
□
□
二
斤
'

(邪
)

(S
)

二
十
七
鏡
｡
河

敢

牛
斤
'
七
十
五
鎖
｡
子
威
の
取
っ
た
績
断

一
斤
､
育
成
｡
□
□
口
の
取
っ
た
薬
の
合
計
の
債
格
は

九

百

二
十
七
鏡
で
あ
る
｡

押
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
大
兄
馬
天

l
｡
中
老
馬
大
蔵
｡
小
者
馬
大
播
軍
｡
蘭
tl;Rg
:聖

豊

｡
上
天
常
ロ
ロ
｡
巳
上
□
口
｡
巳
酉
未
下
常
此
婿
ロ

9cqTJ
□
大
歳
天
賂
軍
百
官
壷
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
l困
En
妓
女
｡
画
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
人
｡

9

三

他
の
漢
代
虞
方
と
の
比
較

冒
頭
で
も
解
れ
た
よ
う
に
虞
方
を
扱
っ
た
も
の
は
居
延
漢
筒
中
で
は
わ
ず
か
に

一
枚
で
'
流
沙
墜
筒
中
で
も
約
十
枚
と
い
う
少
数
に
す
ぎ
ず
'
馬

主
唯
の
島
書
に
つ
い
て
は
検
討
が
進
ん
で
い
な
い
か
ら
'
現
段
階
で
漠
代
の
虞
方
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
｡
し
か
し
こ
れ
ら

に
は
後
世
の
も
の
と
は
違
っ
た
共
通
の
薬
名
や
表
現
が
認
め
ら
れ
る
た
め
'
以
下
そ
の
二
㌧
三
の
事
例
を
と
り
あ
げ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
｡

後
世
の
撃
書
で
は
t
と
-
に
簡
単
な
も
の
に
つ
い
て
は
時
に
例
外
も
あ
る
が
'
各
虞
方
に
は
葛
根
湯
と
か
三
黄
丸
と
い
う
よ
う
に
､
そ
れ
ぞ
れ
固

有
の
名
稀
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
常
で
あ
る
｡
と
こ
ろ
が
武
威
の
撃
筒
で
は
'
治
久
款
上
気
喉
中
如
百
虫
鳴
状
升
歳
以
上
方
と
か
治
傷
寒
逐
風
方

と
い
う
よ
う
に
'
対
象
疾
患
な
い
し
症
侯
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
大
部
分
で
'
は
か
に
は
公
孫
君
方
と
い
っ
た
人
名
の
つ
い
た
も
の
が
あ
る
だ

け
で
あ
り
､
こ
れ
に
し
て
も
適
鷹
症
を
示
す
木
贋
が
つ
い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
｡
こ
の
事
情
は
ほ
か
の
三
種
の
簡
岳
の
虞
方
で
も
同
様
で
あ
っ
て
ヾ

流
沙
墜
筒
の
中
に
も
人
名
を
挙
げ
た
も
の
が
あ
り
､
馬
主
唯
の
虞
方
は
表
現
が
よ
り
簡
単
で
あ
る
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
'
虞
方
中
の
配
合
薬
品
の

名
稀
で
代
表
さ
せ
る
と
い
う
よ
う
な
命
名
法
は
ま
だ
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
｡

各
虞
方
の
遊
歴
症
も
概
し
て
単
純
で
あ
っ
て
､
病
名
な
い
し
は
症
状
を
挙
げ
る
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
も
の
が
多
-
､
そ
れ
以
上
の
指
示
は
さ

き
に
挙
げ
た
久
款
上
気
に
対
し
て
喉
中
如
百
虫
鳴
状
井
歳
以
上

(第
3
簡
)
と
あ
る
も
の
の
ほ
か
に
'

心
腹
大
横
に
封
す
る
上
下
行
如
虫
状
大
病

(44
簡
)'
金
創
に
封
す
る
止
痛
令
創
中
温

(13
簡
)'
腸
出

(14
簡
)'
内
座
創
壌
不
痛
腹
張

(15
簡
)'
内
漏
血
不
出

(50
簡
)'
止
痛

(52
簡
)
等

武
威
漢
代
警
筒
に
つ
い
て
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短
い
も
の
が
多
-
'
流
沙
墜
簡
で
も
同
様
で
あ
り
'
居
延
漠
簡
の
虞
方
は
た
だ
傷
寒
と
だ
け
い
う
｡
病
名
に
つ
い
て
は
後
に
も
う

一
度
解
れ
る
こ
と

に
す
る
｡

こ
れ
ら
の
虞
方
に
使
用
さ
れ
て
い
る
薬
物
は
'

『紳
農
本
草
経
』
以
後
の
各
本
草
書
に
放
銀
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
､
本
草
書
の
正
名
そ
の

も
の
で
な
い
も
の
も
あ
り
'
不
明
の
も
の
も
あ
り
'
そ
の
数
は
馬
王
堆
笹
島
の
ほ
う
が
多
い
｡
そ
の
中
で
も
注
目
す
べ
き
も
の
は
､
本
草
害
に

一
名

(105
)

と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
｡
と
-
に
烏
晩
は
武
威
撃
筒
で
は
3
'
6
'
42
㌧
59
､
79
の
簡
億
に
み
ら
れ
る
が
､
居
延
漠
筒
の

傷

寒

方
､
流
沙
墜
簡

閲
E

の
治
久
歌
道
胸
痔
療
痔
止
壮
心
腹
久
横
傷
寒
方
の
ほ
か
'
馬
王
堆
量

目
で
も
3
'
67
㌧
5
'
S
'
Sg'
細
行
を
は
じ
め
と
し
て
多
-
の
虞
方
中
に
配

合
さ
れ
て
い
る
｡
し
た
が
っ
て
こ
の
薬
物
は
漢
代
に
は
よ
-
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
､
六
朝
以
後
の
虞
方
に
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
｡

烏
晩
の
内
容
は
出
土
品
も
な
い
た
め
正
確
に
は
不
明
で
あ
る
が
'
註
佃
に
弘
用
し
た
よ
う
に

『紳
農
本
草
』
の
記
載
に
烏
頭
の

1
名
と
し
て
挙
げ
ら

れ
'
同
じ
ト
リ
カ
ブ
-
の
根
と
さ
れ
て
い
る
附
子
と
天
雄
が
で
て
-
る
の
に
烏
頭
の
名
は
ま
っ
た
-
見
ら
れ
な
い
L
t
ま
た
使
用
法
か
ら
考
え
て
も
'

鳥
頭
を
意
味
す
る
と
解
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
｡
さ
ら
に
馬
王
堆
肩
書
の
71
行
に
は

｢毒
烏
晩
｣
と
記
さ
れ
'
こ
の
薬
物
に
よ
っ
て
中
毒

を
起
す
こ
と
を
示
し
'
そ
の
解
毒
法
を
並
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
'
そ
の
可
能
性
が
強
い
｡
烏
頭
は
後
世
で
は
こ
れ
ほ
ど
繁
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
-
'

そ
の
使
用
法
も
か
な
り
違

っ
て
い
る
よ
う
で
'
今
後
'
比
較
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
烏
吸
は
'
馬
王
唯
の
虞
方
で
は
'
分
と
い
う
単
位
で
な
い
場

合
に
は
武
威
の
附
子
と
同
様
に
巣
と
い
う
単
位
で
数
え
ら
れ
て
い
る
｡

武
威
欝
簡
の
虞
方
中
に
配
合
さ
れ
て
い
る
生
薬
に
は
治
と
喫
阻
と
い
う
二
種
類
の
加
工
が
な
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
う
ち
喫
阻
は
六
朝
以
後
の
虞
方

(67
)

集
中
に
も
往
々
に
認
め
ら
れ
'
陶
弘
景
も

『集
注
本
草
』
の
序
文
の
中
で
'

生

薬
を
砕
き
'
そ
の
際
生
じ
た
細
末
を
除
い
て
大
豆
大
の
大
き
さ
に
揃

え
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
'
治
に
つ
い
て
は
註
胸
に
引
用
し
た

『集
散
方
』
の
虞
方
に
あ
る
程
度
で
'
六
朝
以
後
の
虞
方
中
に
は
ほ
と
ん

ど
み
ら
れ
な
い
｡
武
威
馨
簡
で
は
喋
阻
が
膏
方
又
は
湯
方
に
適
用
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
'
散
方
や
丸
万
の
場
合
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
'

『蒲
江
方
』
の

｢
揚
飾
｣
や

｢椿
末
｣
､
『千
金
方
』
の

｢
末
之
｣
'
『和
剤
局
方
』
の

｢馬
細
末
｣
等
に
あ
た
り
'
方
法
は
同
じ
で
は
な
-
て
も
'
喋

眼
よ
り

一
層
細
か
な
粉
末
状
に
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
方
'
散
の
多
い
こ
の
撃
簡
で
は
大
部
分
の
虞
方
の
生
薬
が
こ
の
方
法
で



虚
理
さ
れ
て
お
り
､
居
延
漠
筒
と
流
沙
墜
筒
に
は
な
ん
の
指
示
も
な
い
も
の
の
へ
馬
王
堆
畠
書
中
に
も
頻
繁
に
出
現
し
て
い
る
｡
こ
の
冶
法
と
い
う

名
稀
は
湯
方
が
主
題
と
な
っ
て
九
㌧
散
の
比
率
が
低
下
す
る
と
同
時
に
'
方
法
そ
の
も
の
に
も

『指
圧
方
』
の
例
の
よ
う
に
館
に
か
け
る
等
の
操
作

が
附
加
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
'
も
と
の
方
法
は
使
わ
れ
な
-
な
っ
て
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ら
し
-
'
陶
弘
景
も
解
れ
て
い
な
い
L
t
『千
金
要
方
』

(;I:)

の
中
で

治

婦
人
乳
無
汁
賓
門
冬
散
を
は
じ
め
陸
虞
に
み
ら
れ
る

｢
治
下
鯖
｣
と
い
う
調
製
法
の
治
も
元
来
治
で
あ
っ
た
も
の
が
'
俸
寓
を
重
ね
る
あ

い
だ
に
誤
っ
て
治
と
さ
れ
'
治
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い
た
め
'
治
の
ま
ま
で
俸
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡

こ
れ
ら
の
漠
代
の
虞
方
は
'
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
後
世
に
俸
え
ら
れ
な
か
っ
た
ら
し
-
'
直
接
の
関
係
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
虞
方
は
後
世
の
虞
方

集
中
に
簡
単
に
は
見
普
ら
な
い
が
'
漠
代
の
虞
方
相
互
の
関
係
と
と
も
に
'
今
後
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
｡

四

武
威
撃
筒
の
撃
嬰
史
上
の
意
義

各
時
代
に
繰
返
し
て
編
纂
さ
れ
た
多
-
の
虚
方
集
は
'
そ
の
中
の
ど
の
程
度
ま
で
が
寛
際
に
使
用
さ
れ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
'
各
編
者
が
自

己
の
考
案
し
た
塵
方
に
せ
よ
､
あ
る
い
は
前
代
の
も
の
の
引
用
で
あ
る
に
せ
よ
'
す
-
な
-
と
も
適
蛍
と
考
え
た
も
の
を
中
心
と
し
て
並
べ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
か
ら
'
こ
れ
ら
の
書
は
中
図
撃
草
に
お
け
る
治
療
法
の
吏
展
の
歴
史
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
.
と

こ
ろ
で
六
朝
以
前
に
成
立
し
た
撃
書
で
記
銀
に
蔑
さ
れ
て
い
る
も
の
は
か
な
り
の
教
に
上
る
が
､
そ
の
内
容
が
現
在
で
も
わ
か
る
も
の
は

『素
問
』

や

『傷
寒
論
』
な
ど
の
少
数
に
す
ぎ
ず
'
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
北
宋
時
代
に
大
規
模
な
校
勘
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
､
度
重
な

る
俸
寓
の
あ
い
だ
に
多
-
の
間
違
い
を
生
じ
'
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
が
ど
の
程
度
ま
で
忠
寛
に
成
立
時
の
姿
を
俸
え
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
｡
同

じ
人
達
に
よ

っ
て
校
勘
を
受
け
た
書
で
あ

っ
て
も
'

『外
董
秘
要
』
に
引
か
れ
た

『傷
寒
論
』
と
宋
代
に
校
定
さ
れ
た

『傷
寒
論
』
の
内
容
が
大
き

-
食
違

っ
て
い
る
こ
と
も
'
そ
れ
を
示
す

一
例
で
あ
る
｡
こ
の
鮎
は
こ
れ
ま
で
も
多
-
の
研
究
者
に
よ
っ
て
気
付
か
れ
て
い
た
が
'
宋
代
の
校
勘
を

受
け
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
は
我
が
国
で
編
纂
さ
れ
た

『腎
心
方
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
塵
万
の
程
度
で
'
六
朝
以
前
の
直
接
の
資
料
が
な
い
た
め

武
威
漠
代
馨
簡
に
つ
い
て
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に
正
確
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
｡

武
威
撃
簡
の
出
土
し
た
墓
は
そ
の
副
葬
品
､
と
-
に
五
鉄
鎖
の
形
状
に
よ
っ
て
後
漢
前
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
'
被
葬
者
は
鳩
杖
の
あ

っ
た
こ
と

と
こ
の
木
簡
に
よ
っ
て
醤
療
踊
係
の
老
人
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
'
こ
の
木
簡
類
は
後
漠
初
期
に
使
わ
れ
て
い
た
虞
方
の
す
-
な
-
と
も

〓
洞
の

姿
を
示
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
｡

こ
の
虞
方
集
の
虞
方
は
大
部
分
複
数
の
生
薬
か
ら
成
立
っ
て
い
る
が
､
そ
の
構
成
に
は

一
つ
の
法
則
性
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
｡
す
な
わ
ち
適
鷹
症

と
虞
方
内
容
の
両
面
で
も

っ
と
も
簡
単
な
第
16
簡
を
例
に
と
っ
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
と
､
こ
の
目
痛
の
治
療
に
用
い
ら
れ
る
虞
方
の
構
成
薬

で
あ
る
曾
青
と
戎
堕
の

『紳
農
本
草
経
』
の
記
載
は
次
の
よ
-
に

(別
線
に
由
来
す
る
部
分
は
〔

〕
の
中
に
示
す
こ
と
に
す
る
)｡

(cm2)
骨

青

味
酸
｡
小
寒
｡
〔無
毒
｡〕
主
目
痛
｡
止
演
出
｡
風
痔
｡
利
関
節
.
通
九
寮
｡
破
版
堅
積
東
｡

〔養
肝
膿
.
除
寒
熱
｡
殺
白
魚
｡
療
頭
風
胸

中
寒
｡
止
煩
渇
｡
補
不
足
｡
盛
陰
気
｡
〕
久
服
塵
身
不
老
｡
能
化
金
銅
｡
〔生
萄
中
山
谷
及
越
麿
｡
探
無
時
｡
〕

戎
旗
〔味
臓
｡
寒
｡
無
毒
｡
〕
主
明
日
目
痛
｡
金
気
｡
堅
肌
骨
.
去
毒
轟
｡
〔心
腹
痛
｡
溺
血
｡
吐
血
O
歯
舌
血
出
｡

一
名
胡
座
｡
生
胡
堕
山
及
西

菟
北
地
｡
酒
泉
編
棒
城
東
両
角
｡
北
海
青
｡
南
海
赤
｡
十
月
探
｡〕

と
な
っ
て
い
て
､
い
ず
れ
に
も
日
痛
が
遊
歴
症
の

l
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
｡
ま
た
冒
頭
の
3
-
5
筒
の
場
合
に
も
萄
版
'
烏
晩
に
は
歌
道
に
'

童
に
は
款
逆
上
気
へ
桂
に
は
款
軟
に
使
う
と
い
う
記
載
が
あ
り
'
さ
ら
に
桔
梗
'
柴
胡
に
も
そ
れ
ぞ
れ
喉
咽
痛
､
疾
熱
と
い
う
教
能
が
あ
っ
て
'
使

用
目
的
の
久
款
上
気
云
々
に
関
係
の
あ
る
生
薬
ば
か
り
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
す
べ
て
の
虚
方
に
つ
い
て
い
え
る
と
は
か
ざ
ら
な
い

が
'
繰
返
し
て
註
に
引
用
し
た
本
草
書
所
載
の
薬
教
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
､
こ
の
よ
う
な
構
成
内
容
を
も

っ
た
虞
方
が
大
部
分
で
あ
る
L
t
遠

慮
症
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
疾
患
な
い
し
は
症
状
名
も
'
傷
寒
'
痔
'
於
'
金
剣
と
い
う
よ
う
に
'
多
-
は
本
草
の
主
治
の
候
に
並
べ
ら
れ
て
い

(響

る
名
稀
そ
の
も
の
で
あ

っ
て
､
こ
れ
か
ら
大
き
-
外
れ
て
解
搾
L
に
-
い
も
の
は
す
-
な
い
｡
陶

弘

景
は

『集
注
本
草
』
の
序
文
の
中
で
､
そ
れ
以

前
の
名
撃
達
は
こ
と
ご
と
-
本
革
に
基
づ
い
て
薬
品
を
使
用
し
た
と
述
べ
て
い
る
が
p
こ
れ
ま
で
は
最
古
の
虞
方
集
と
さ
れ
て
い
る

『傷
寒
論
』
で

の
薬
の
使
い
方
が
本
草
で
解
鐸
L
に
-
い
こ
と
も
あ

っ
て
､
こ
の
言
葉
は
と
も
す
る
と
見
逃
さ
れ
'
本
草
の
薬
効
は
そ
れ
ほ
ど
重
税
さ
れ
な
い
傾
向



が
あ

っ
た
｡
し
か
し
今
回
の
撃
簡
に
よ
っ
て
弘
景
の
説
は
誤
り
で
は
な
-
'
本
草
書
が
治
病
の
際
に
賓
際
に
利
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な

い
よ
う
に
な
っ
た
｡
見
方
を
襲
え
れ
ば
武
威
嘗
簡
で
の
薬
の
使
わ
れ
方
が

『紳
農
本
草
』
な
い
し

『名
留
別
銀
』
の
薬
効
の
記
載
に
よ
っ
て
よ
-
読

明
が
つ
-
と
い
う
こ
と
は
､
こ
れ
ら
の
書
の
成
立
年
代
が
､
こ
の
撃
筒
の
使
わ
れ
て
い
た
時
代
と
そ
れ
ほ
ど
速
-
離
れ
た
も
の
で
な
い
と
い
う
こ
と

を
物
語
る
も
の
で
あ
り
P
こ
れ
か
ら
進
ん
で
本
草
苔
の
薬
効
と
の
比
較
に
よ
っ
て

『外
董
秘
要
』
に
放
線
さ
れ
て
い
る
六
朝
時
代
の
各
警
書
や

『傷

寒
論
』
等
の
成
立
年
代
の
再
検
討
も
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
｡
中
開
撃
草
の
特
色
の

一
つ
は
そ
の
治
療
薬
が
多
種
類
の
生
薬
を
組
合
わ
せ
た
複
合
魔

力

の
形
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
虞
方
も
単

一
の
生
薬
を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
考
屈
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
'
こ
れ
ま
で
は
漠
代

に
は
比
較
的
簡
単
な
虚
方
が
使
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
て
い
た
が
'
今
回
の
撃
簡
に
よ
っ
て
後
漠
の
初
期
に
は
す
で
に
か
な
り
複

薙
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
こ
と
と
､
そ
の
複
雑
化
の
動
横
が
同
じ
方
向
の
薬
教
を
も

っ
た
薬
品
を
組
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
致
果
の
塔
強
を
囲

っ

た
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
｡

こ
の
撃
簡
の
も
う

一
つ
の
特
色
は
'
大
部
分
が
散
剤
で
､
し
か
も
酒
欽
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
で
あ
る
｡
こ
れ
ま
で
は

『傷
寒
論
』
そ
の
他
の
薬

剤
が
煎
剤
の
形
を
と
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

っ
て
'
漢
方
の
特
長
は
湯
液
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き
た
が
'
こ
れ
は
そ
れ
と
著
し
い
封
照
を
示
し

て
い
る
｡
も

っ
と
も
馬
王
唯
の
留
鳥
の
虞
方
は
か
な
ら
ず
L
も
こ
の
よ
う
に
散
薬

一
適
例
で
は
な
い
か
ら
'
あ
る
程
度
特
殊
な
例
と
い
え
る
か
も
し

れ
な
い
が
'
漠
代
以
前
に
は
散
の
剤
形
が
多
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
｡
散
剤
の
分
量
を
規
制
す
る
の
に
属
王
唯
で
指
を
使
用
し
て
い
る

の
に
対
し
て
'
武
威
で
は
方
寸
七
が
多
-
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
'
こ
の
間
の
進
歩
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
｡

こ
の
撃
筒
を
は
じ
め
漠
代
の
虞
方
で
よ
-
使
わ
れ
て
い
る
烏
晩
が
本
草
書
で
烏
頭
の

一
名
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
､
後
に
出
現
し
た
烏
頭
と

い
う
名
稀
が
次
第
に
磨
-
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
'
つ
い
に
そ
れ
が
正
名
と
な
っ
て
'
も
と
の
名
稀
は

一
名
と
し
て
残

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
本

(Eo,)

革
で

一
名
と
さ
れ
て
い
る
薬
名
が
使
用
さ
れ
て
い
る
例
に
は
こ
の
ほ
か
に
も
班
鴇
と
白
蕗
が
あ
り
'
さ
き
に
も
解
れ
た
よ
う
に

秦

吾
も
お
そ
ら
-
欺

(33
)

冬
花
の
別
名
で
あ
ろ
う
｡
ま
た
癌
と
い
う
病
名
は
本
草
の
薬
数
の
項
に
し
ば
し
ば
登
場
し
て
-
る
も
の
で
あ
り
'

『素
問
』
の
記
載
か
ら
考
え
れ
ば

(=co)

尿
路
疾
患
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
'
あ
ま
り
に
短
い
文
で
あ
る
た
め
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
り
､

別

の
解
樺
も
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
｡
し
か
し

武
威
漢
代
等
簡
に
つ
い
て



東

方

撃

報

今
回
の
撃
簡
と
馬
王
唯
の
高
書
に
よ
っ
て
'
癖
と
は
結
石
と
か
血
尿
等
を
含
む
尿
路
疾
患
の
絶
稀
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
｡
こ
の
病
名
は
六
朝
以

後
の
成
立
と
い
わ
れ
て
い
る
請
書
の
中
で
は
ま
っ
た
-
用
い
ら
れ
ず
､
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
す
べ
て
淋
に
よ
っ
て
置
換
え
ら
れ
て
い
る
｡
し
か
も

武
威
撃
筒
で
も
馬
王
堆
南
書
で
も
常
に
痔
と
さ
れ
て
い
る
の
に
射
し
て
､

『紳
農
本
草
』
と

『名
撃
別
線
』
で
は
い
ず
れ
も
癌
と
さ
れ
'
と
き
に
は

淋
と
い
う
字
も
用
い
ら
れ
て
い
る
｡
こ
-
し
た
鮎
か
ら
考
え
る
と
､
陶
弘
貴
が

『紳
農
本
草
経
』
編
纂
の
底
本
と
し
た

『紳
農
本
草
』
と

『名
撃
別

線
』
の
二
書
の
成
立
は
弘
景
自
身
も
漠
然
と
感
じ
て
い
た
よ
う
に
'
今
回
の
撃
簡
の
書
か
れ
た
時
代
よ
り
後
'
す
な
わ
ち
後
漢
中
期
以
後
の
成
立
と

考
え
る
の
が
愛
皆
で
あ
ろ
う
｡

こ
こ
で
普
然
問
題
に
な
っ
て
-
る
も
う

一
つ
の
撃
書
は

『素
問
』
で
あ
る
｡
こ
の
書
が
漠
代
に
す
で
に
存
在
し
た
こ
と
は

『漢
書
重
文
志
』
そ
の

他
の
請
書
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
､
唐
代
に
王
淡
に
よ
っ
て
大
規
模
な
手
入
れ
が
お
こ
な
わ
れ
た
た
め
に
'
そ
の
も
と
の
姿
は
わ
か
ら
な
-
な

っ
て
し
ま
っ
た
｡

一
万
㌧
情
の
農
元
方
の

『諸
病
源
侯
論
』
は
病
気
の
原
因
な
い
し
症
状
を
取
扱

っ
た
書
で
あ
-
'
今
回
の
解
護
に
際
し
て
は
本
草

菖
と
共
に
こ
の
二
書
が
参
考
と
し
て
利
用
さ
れ
た
｡
と
こ
ろ
が
同

一
疾
患
名
に
つ
い
て
も
両
者
の
解
樺
は
し
ば
し
ば
食
違

っ
て
い
る
が
'
伏
梁
病
の

二=g
註

に

も
挙
げ
て
お
い
た
よ
う
に
'
こ
の
撃
簡
の
病
名
の
中
に
は

『病
源
侯
論
』
で
は
説
明
が
つ
か
ず
'

『素
問
』
の
記
載
に

一
致
す
る
も
の
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
｡

『病
源
侯
論
』
と

一
致
し
な
い
鮎
が
あ
る
の
は
こ
の
書
の
成
立
が
は
る
か
に
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
営
然
と
し
て
'

『素
問
』

と

一
致
す
る
こ
と
は
､
武
威
腎
簡
が
直
接

『素
問
』
に
よ
っ
た
と
ま
で
は
い
え
な
い
に
し
て
も
'
こ
の
書
の
す
-
な
-
と
も
そ
の
部
分
が
武
威
撃
筒

と
そ
れ
ほ
ど
遠
-
な
い
時
期
に
作
ら
れ
た
か
'
あ
る
い
は
昔
時
こ
の
書
の
説
が
よ
-
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
｡
も

っ
と
も
伏
梁
と
い
う
病

(響

名
が

ほ

か

の
場
所
に
も
出
て
'
そ
の
内
容
が
違

っ
て
い
る
こ
と
は
'
現
行
の

『素
問
』
が

一
時
に
成
立
し
た
の
で
は
な
く

何
回
も
埼
補
や
改
訂
を

受
け
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
｡

武
威
撃
筒
は
こ
の
よ
う
に
わ
ず
か
に
九
十
飴
枚
'
虞
方
数
約
三
十
㌧
使
用
生
薬
数
約
百
に
す
ぎ
な
い
が
'
馬
王
堆
そ
の
他
か
ら
の
出
土
品
等
と
と

も
に
中
国
古
代
の
撃
療
の
寛
態
と
そ
の
襲
展
の
歴
史
の
解
明
に
大
き
-
役
立
つ
重
要
な
資
料
と
考
え
ら
れ
る
｡



お

わ

り

に

は
じ
め
に
も
解
れ
た
よ
う
に
'
こ
の
撃
簡
の
解
読
は
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
科
挙
史
研
究
班
の
研
究
合
の
席
上
で
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
'

謬
註
は
田
中
淡
､
森
村
謙

一
､
山
本
徳
子
の
諸
氏
と
筆
者
が
捨
常
し
た
｡
こ
れ
を
も
と
に
し
て
班
長
の
山
田
慶
兄
助
教
授
を
は
じ
め
､
天
野
元
之
助
'

勝
村
哲
也
､
坂
出
群
伸
'
篠
田
統
'
杉
村
邦
彦
'
宮
島

一
彦
､
村
上
嘉
賓
の
班
員
諸
氏
が
討
論
を
お
こ
な
っ
て
訂
正
し
た
も
の
を
'
最
後
に
筆
者
が

多
少
の
修
正
を
加
え
て
ま
と
め
た
｡

文
中
の
薬
物
の
起
源
に
か
ん
し
て
は
主
と
し
て

『新
註
校
定
園
讃
本
草
綱
目
雪

と
-
に
そ
の
新
註
の
課
を
参

考
に
し
た
が
'
そ
の
ほ
か
に
桂
'
責
吾
等
の
生
薬
の
原
植
物
に
つ
い
て
は
京
都
大
草
北
村
四
郎
名
馨
教
授
の
御
意
見
も
あ
お
い
だ
｡
こ
こ
に
記
し
て

こ
れ
ら
の
方
々
に
深
謝
の
意
を
表
す
る
｡

(追

記
)

『武
威
』
の
編
者
ら
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
'
こ
の
虞
方
集
は
三
種
類
の
木
簡
か
ら
な
り
た
っ
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
1
か
ら
41
ま
で

の
'
第

一
数
簡
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
'
幅

一
糎
の
木
簡
と
'
42
か
ら
78
ま
で
の
'
幅
五
粍
の
第
二
類
筒
と
'
79
か
ら
92
ま
で
の
'
幅
は
不
等
で
あ

る
が
､
多
-
は
両
面
に
'
二
行
以
上
書
か
れ
た
木
贋
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
を
検
討
し
て
み
る
と
､
第

一
数
簡
の
3
～
5
筒
に
書
か
れ
た
虞
方
は
､
木
履

79
の
虞
方
と

一
致
し
'
ま
た
第

l
類
の
14
筒
の
上
四
分
の
三
は
第
二
紫
の
51
筒
の
下
四
分
の
三
に

一
致
す
る
L
t
14
筒
の
下
四
分
の

l
か
ら
15
筒
の

上
牛
分
に
か
け
て
書
か
れ
て
い
る
虞
方
は
'
54
筒
に

一
致
す
る
｡
こ
の
よ
う
な
重
複
は
木
購
84
の
両
面
に
書
か
れ
た
も
の
の
ほ
か
は
'
同
類
の
簡
贋

内
に
は
み
ら
れ
な
い
｡
し
た
が
っ
て
既
に
書
鮭
の
違
い
か
ら
も
気
付
か
れ
て
い
た
よ
う
に
'
こ
の
撃
筒
は
も
と
は
三
種
の
虞
方
集
で
あ
っ
た
と
考
え

る
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
｡

武
威
漢
代
腎
簡
に
つ
い
て

(1
)

1
㌧
2
簡
に
は
文
字
が
な
く

『
武
威
』
樺
文
の
い
う
よ
う
に
算
の
簡
で
あ
ろ

九
七



東

方

学

報

ゝ
フ

○
こ
の
虚
方
は
木
簡
79
と
ほ
と
ん
ど
同
文
｡

(2
)

琴
1g
方

『諸
病
源
候
論
』
(以
下

『病
源
』
と
略
)
巻

l
四
㌧
欽
腫
上
気
候
に

｢
其
状
嘱
欽
上
気
.
多
沸
唾
而
面
目
附
腫
気
逆
也
｣
と
あ
り
'

『
黄
帝
内
腔
素

問
』

(以
下

『素
問
』
と
略
)
歌
論
の

｢
久
款
不
己
｡
則
三
焦
受
之
｡
三
焦
款

状
｡
欽
而
腹
蒲
.
不
飲
食
飲
o
此
皆
釆
於
胃
.
関
於
肺
｡
使
人
多
沸
唾
.
而
面

浮
腫
気
道
也
｡｣
も
こ
れ
に
あ
た
る
｡
上
気
と
は
ひ
ど
い
咳
が
長
-
清
い
た
た

め
に
顔
が
浮
腫
状
に
な
っ
た
も
の
を
い
う
｡
王
薫
の

『外
憂
秘
要
方
』

(以
下

『外
憂
』
と
す
る
)
に
引
か
れ
た
各
虞
方
中
で
も
同
じ
意
味
に
使
わ
れ
て
い
る
｡

(3
)

後
世
の
底
方
中
に
は
百
虫
鳴
状
と
い
う
形
容
は
な
い
｡

『外
墓
』
に
引
か
れ
て

い
る
喉
中
如
水
難
と
同
じ
で
あ
ろ
う
｡

(4
)

歳
は
年
齢
を
表
わ
す
と
す
る
よ
り
'
年
数
を
意
味
す
る
と
解
す
る
｡
孫
思
逸

『備
急
千
金
要
方
』
巻

l
七
に

｢
治
上
気
三
十
年
不
差
方
｣
と
い
う
盛
方
が
あ

り
'

『素
問
』
玉
機
虞
痛
論
で
も

｢
皆
此
之
時
｡
可
灸
可
薬
O
弗
治
｡
滞
十
日
｡

法
雷
死
｡
腎
因
博
之
心
O
心
郎
復
反
侍
而
行
之
蹄
.
顎
寒
熱
｡
法
常
三
歳
死
｡｣

と
歳
を
年
の
意
味
で
用
い
て
い
る
｡

(5
)

『重
傷
政
和
経
史
語
数
備
用
本
草
』
'

『経
史
記
類
大
観
本
草
』
(以
下
そ
れ
ぞ

れ

『政
和
』､
『
大
観
』
と
略
)
と
も
に
荘
胡
の
字
を
用
い
る
｡

『政
和
』
巻
六
'

紳
農
本
草

(以
下
本
鰹
と
す
る
)
上
品

｢
〔本
経
〕
圭
心
腹
｡
去
腸
胃
中
給
気
｡

飲
食
積
零
｡
寒
熱
邪
気
｡
推
陳
致
新
O
〔名
留
別
銀

(以
下
別
録
と
略
す
)〕
除

傷
寒
o
心
下
煩
熱
O
諸
疾
熱
.
結
貸
｡
胸
中
邪
逆
｡
五
戒
問
遊
気
｡
大
腸
停
横
｡

水
脹
及
漏
痔
拘
撃
亦
可
作
浴
湯
｡｣
(以
下
薬
数
は
常
該
虞
方
の
避
鷹
症
に
関
係

の
あ
る
も
の
の
み
を
示
す
こ
と
に
す
る
)
｡

現
在
の
柴
胡
は
セ
リ
科
の
ミ
シ
マ

サ
イ
コ
な
い
し
そ
れ
に
近
縁
の
植
物
の
根
で
あ
る
が
'
古
代
の
も
の
は
ほ
か
の

も
の
が
混
入
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
｡

(6
)

『政
和
』
巻

一
〇
㌧
本
経
下
品

｢
〔別
線
〕
療
喉
咽
痛
｣
｡
キ
キ
ョ
ウ
｡

(7
)

『政
和
』
巻

一
四
㌧
本
鰹
下
品

｢
主
款
逆
｣
｡

ト
ウ
ザ
ソ
シ
m
ウ
ま
た
は
カ
ホ

ク
サ
ン
シ
ョ
ウ
｡

(8
)

分
は
重
雨
の
軍
位
で
は
な
-
'
配
合
薬
物
の
割
合
を
示
す
｡
こ
の
使
い
方
は
後

(9
)

(
m
)

(ll
)

(
12
)

(cy?Tl)

(
3

)

19 18 17 16 15

九
八

世
の
盛
方
で
も
散
剤
の
場
合
に
み
ら
れ
る
が
'

『素
問
』
病
能
諭
に
も

｢
以
浮

潟
｡
允
各
十
分
｡
果
衝
五
分
o
合
｡
以
三
指
撮
寅
複
版
｡｣

と
こ
の
腎
筒
と
似

た
虞
方
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
｡
こ
の
後
飯
に
つ
い
て
王
淡
は

｢
由
此
功
用

方
散
発
之
｡
飯
後
率
先
｡
謂
之
後
飯
｣
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
｡
こ
れ
に

よ
る
と
食
前
に
服
用
す
る
こ
と
に
な
る
｡

『政
和
』
巻

一
二
'
別
線
上
品

｢
止
唾
欽
欧
｣
｡

こ
の
時
代
の
桂
は
産
地
か
ら

考
え
て
ニ
ッ
ケ
イ
の
可
能
性
が
強
い
｡

『政
和
』
巻

一
〇
'
烏
頭
'
本
経
下
品

｢
童
歌
逆
上
気
｡
-
-

一
名
烏
喚
｣
｡
有

毒
の
ト
リ
カ
ブ

-
の
母
根
｡

『政
和
』
巻
八
㌧
本
鰹
中
品
'
乾
墓

｢
圭
欽
逆
上
気
｣
'
生
蕎
l
｢
圭
歌
道
上
気
｣
｡

シ
ョ
ウ
ガ
｡

『腎
心
方
』
巻
二
二
に

『集
験
方
』
の
虚
方
を
引
用
し
て
い
る
が
'
そ
の
中
に

｢
己
冶
文
英

一
笛
｡
以
好
酒
五
升
云
々
｣
の
文
が
あ
り
へ
こ
の
治
に
対
し
安
改

版
で
は

｢
ク
タ
ケ
ル
｣
の
訓
み
を
輿
え
て
い
る
.
治
は
細
か
-
秤
-
'
潰
す
等

の
操
作
を
示
す
と
考
え
ら
れ
'
こ
こ
で
は
粉
に
す
る
と
し
た
｡
合
は
い
-
つ
か

の
生
薬
を

一
緒
に
す
る
こ
と
'
和
は
そ
れ
ら
を
よ
-
混
ぜ
合
わ
せ
る
こ
と
で
あ

り
､
冶

･
合

･
和
は
調
剤
の
三
つ
の
プ
ロ
セ
ス
を
示
す
｡

『政
和
』
奄

一
の

｢
契
陶
隠
居
序
｣
に
は

｢
凡
用
蜜
｡
皆
先
火
煎
｡
掠
去
其
珠
｡

令
色
徽
薫
別
丸
O
綴
久
不
壊
O
掠
之
多
少
｡
随
蜜
精
鷹
｡｣

と
丸
に
入
れ
る
時

の
蜜
の
虞
理
法
が
あ
る
｡

『
政
和
』
雀
三
〇
㌧
別
線
晶
へ
唐
本
退

｢
〔陶
隠
居
注
〕
此
非
今
果
賓
楼
桃
｡
形

乃
相
似
｡
而
賓

乗
異
｣
｡

エ
ス
ラ
ウ
メ
｡

木
屑
79
に
し
た
が
っ
て
滑
を
棺
と
改
め
る
｡

蓬
の
誤
り
｡
43
簡
は
逐
風
と
す
る
｡

潟
に
通
じ
る
｡

六
の
誤
り
｡

張
仲
景
の

『傷
寒
卒
病
論
』
に
い
う
傷
寒
は
腸
チ
フ
ス
と
も
ワ
イ
ル
氏
病
と
も

い
う
が
､
傷
寒
は

一
般
に
は
急
性
熱
病
を
意
味
す
る
｡

『
素
問
』
熱
論

｢
夫
熱

病
者
O
皆
傷
寒
之
斯
也
｡
戎
愈
或
死
｡
-
-
人
之
傷
於
寒
也
｡
則
馬
病
熱
｡
熟



錐
甚
不
死
｡
其
繭
感
於
寒
而
病
者
｡
必
不
党
於
死
｡

〔注
〕
蔵
府
相
麿
而
供
受

寒
｡
謂
之
雨
感
｡｣

(
20

)

風
邪
o

『素
問
』
玉
機
虞
痛
論

｢
夙
寒
客
於
人
｡
使
入
電
毛
畢
直
.
皮
膚
閉
而

鵠
熱
｡｣
､
風
論

｢
夙
之
傷
人
也
o
或
爵
寒
熱
｡
或
馬
熱
中
｡
或
為
属
風
o
或
馬

偏
枯
｡
或
馬
風
也
.
其
病
各
異
o
英
名
不
同
｡
或
内
至
五
癖
六
府
｡｣
'
骨
空
論

｢
凪
社
外
入
｡
令
人
振
寒
汗
出
頭
痛
身
重
悪
寒
｡｣

(
21
)

『政
和
』
奄

一
〇
､
本
経
下
品

｢圭
夙
寒
｣
｡

ト
リ
カ
ブ
ト
属
植
物
の
母
根
を

(24
)

3130292827(
32
)

鳥
頭
､
子
根
を
附
子
と
い
う
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
区
別
は
か
な
ら
ず
L
も
明

瞭
で
は
な
い
O

『別
録
』
の
文
に
は

｢冬
月
探
鳥
附
子
o
春
探
鳥
烏
頭
｣
と
あ

る
｡『政
和
』
巻

一
四

｢
〔別
録
〕
散
風
邪
｣

『政
和
』
巻
六
､
本
経
上
品

｢
主
風
寒
｣
｡

現
在
の
も
の
は
サ
ジ
オ
モ
ダ
カ
の

塊
根
｡
北
村

(『新
註
校
定
国
語
本
草
綱
目
』
注
)
に
よ
れ
ば
'
『集
注
本
草
』

の
注
に
み
え
る
も
の
は
オ
モ
ダ
カ
で
は
な
い
か
と
い
う
｡

『政
和
』
巻
六
㌧
本
鰹
上
品
｡
北
村
の
注
に
よ
る
と
､
現
在
の
中
国
産
の
細
字

は
ケ
イ
-
ン
サ
イ
シ
ン
の
根
と
根
茎
で
あ
る
が
､
古
代
の
も
の
は
ウ
ス
バ
サ
イ

シ
ン
の
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
｡

『政
和
』
巻
六
つ
本
鰹
上
品

｢
〔本
経
〕
圭
風
寒
'

〔別
線
〕
圭
大
風
在
身
面
｡

風
舷
｣
｡
オ
ケ
ラ
お
よ
び
そ
の
額
縁
の
植
物
の
根
茎
｡

『政
和
』
巻

l
'
陶
隠
居
序

｢方
寸
七
着
o
作
七
正
方

1
寸
｡
抄
散
取
不
落
馬

鹿
｣
｡

一
寸
は
前
漠
で
は
二

･
七
六
五
糎
､
後
漢
で
は
二

二
二
〇
四
又
は
二

･

三
七
五
糎
｡

鷹
は
席
に
通
じ
る

(『武
威
』
揮
文
)｡

腕
は
歴
で
米
肺
は
米
牒
'
す
な
わ
ち
粥
で
あ
る

(
『武
威
』
梓
文
)O

薬
の
誤
り
｡

億
は
魚
に
同
じ
O

『流
沙
墜
簡
』
で
も
億
の
字
が
使
わ
れ
て
い
る
o

『政
和
』
巻
七
'
本
経
上
品
｡
馬
主
堆
出
土
の
DE書
も
方
風
と
す
る
｡
ボ
ウ
フ

ウ
｡
l
雨
は
前
漢
で
は

一
六
二

四
､
後
漠
で
は

三

一
･
九
二
瓦
O

武
威
漢
代
腎
簡
に
つ
い
て

(gq
)

痔
は
癌
に
通
じ
る
｡
本
草
で
は
癌
と
も
さ
れ
る
o

『説
文
解
字
』
巻
七
下

｢癒
｡

罷
病
也
｡
仇
｢
隆
聾
｡
痔
｡
籍
文
療
省
O｣
｡

『素
問
』
豊
明
五
気
篇

｢勝
朕
不

利
薦
癒
｡

不

約
馬
連
沸
｡｣
.
馬
王
唯
の
畠
書
に
も

｢
痔
弱

(顔
)
不
利
O｣
と

あ
る
｡

(
3
)

腎
臓
或
は
陸
離
結
石
｡

(
Eq
)

繰
雲
畑

『古
代
疾
病
名
侯
疏
義
』
で
は
前
立
腺
の
分
泌
液
を
混
ず
る
た
め
と
し

て
'
前
立
腺
炎
等
の
前
立
腺
の
障
害
を
あ
て
る
｡

(36
)

フ
ィ
ラ
リ
ア
に
よ
る
乳
廉
尿
｡

(37
)

こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
四
種
窺
だ
け
で
あ
る
.

『馬
王
堆
南
書
』
に
は
血

療
'
石
蜂
'
膏
痔
'
女
子
痔
の
四
種
を
載
せ
'
相
棒
は
な
い
｡
残
り
の
一
種
は

女
子
漆
で
あ
ろ
う
か
｡

(38
)

『政
和
』
奄
八
㌧
本
経
中
品

｢
主
諸
癌
血
｡
小
便
不
通
｡｣｡
現
在
の
市
場
品
は

カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ
と
カ
ラ
ナ
デ
シ
コ
｡

(39
)

『政
和
』
巻
六
'
本
鰹
上
品

｢
〔別
録
〕
圭
華
中
寒
｡
精
日
出
｡
濁
有
飴
礎
｡｣
O

現
在
の
市
場
晶
は
マ
メ
ダ
オ
シ
と
ネ
ナ
シ
カ
ズ
ラ
の
両
種
の
種
子
｡

(40
)

『政
和
』
啓
三
'
本
経
上
品

｢
圭
癒
閉
｡
利
小
便
｡｣
｡

ハ
ロ
サ
イ
ー
｡
正
倉
院

に
保
存
さ
れ
て
い
る
｡

4544 43 42 41

以
下
股
簡
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
｡

第

一
宇
目
は
治
'
二
宇
目
は
久
か
血
で
あ
ろ
う
｡

『武
威
』
樺
文
に
し
た
が
っ
て
背
と
す
る
｡

痛
の
異
膿
字
｡

『屠
延
漢
簡
』
で
も
使
わ
れ
て
い
る
｡

『説
文
』
巻
七
下

｢疾
｡
積
血
也
.
瓜
｢
｡
於
撃
｡｣
｡

『諸
病
原
侯
論
』
巻
三

六
'
腕
傷
病
諸
侯
､
被
損
久
疾
血
候

｢

此
為
被
損
傷
｡
桝
馬
風
冷
樽
｡
政
令
血

疾
結
在
内
.
久
不
疫
也
｡｣
'
巻
三
九
､
婦
人
維
病
諸
侯
'
癖
血
族

｢
此
或
月
経

否
濯
不
通
｡
或
産
後
除
蔵
未
壷
｡
因
而
乗
風
取
涼
｡
馬
夙
冷
所
乗
｡
血
得
冷
則

結
成
疾
也
｡
血
&
'在
内
｡
則
時
時
値
熟
面
黄
O
疾
久
不
滑
｡
則
麺
成
積
衆
廠
瓶

也
｡｣
'
奄
四
八
㌧
小
鬼
難
病
諸
侯
､
落
林
損
疾
侯

｢
血
之
在
身
｡
随
気
而
行
｡

常
無
停
積
｡
君
田
堕
落
損
傷
｡
即
血
行
失
度
｡
随
傷
損
之
庭
師
停
積
｡
若
流
入

腹
内
.
亦
積
宋
不
散
｡
皆
成
疾
血
在
内
oL
o
種
々
の
原
因
に
よ
り
鮭
内
に
血
液

九
九



東

方

畢

報

の
潜
っ
た
状
態
を
い
う
｡

(46
)

『政
和
』
巻
八
､
本
鰹
中
品

｢
〔別
線
)
除
客
血
内
塞
｣
｡
現
在
の
市
場
品
は
カ

ラ
ト
ウ
キ
の
限
｡

(
47
)

『政
和
』
巻
七
へ
本
経
上
品

｢
主
筋
人
血
閉
｣
｡
現
在
の
中
国
市
場
品
は
マ
ル

ル
バ
ト
ウ
キ
属
植
物
の
川
等
の
根
茎
｡

(
48

)

『政
和
』
巻
九
､
本
鰹
中
品

｢
除
疾
血
｣
｡

(

4
9

)

『政
和
』
巻
七
'
本
鰹
上
品
｡
現
在
の
も
の
は
タ
イ
リ
ン
ア
ザ
-
や
オ
ク
ル
リ

ヒ
ゴ
タ
イ
で
あ
る
が
'
古
代
の
も
の
は
不
明
｡

(
E
B

)

木
義
､
『政
和
』
巻
二
l
t
本
経
中
品

｢
主
疾
血
｡
血
閉
｣
｡
輩
貰
､
『政
和
』

巻
二
一
㌧
本
経
中
品

｢
主
逐
族
血
O
破
下
血
積
｣
｡

ア
ブ
の
塀
｡

『武
威
』
秤

文
は
苗
を
貝
母
の
古
名
と
解
す
る
が
'
粟
教
か
ら
考
え
て
文
字
通
り
茜
す
な
わ

ち
ア
ブ
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

(
51
)

以
下
脱
簡
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
｡

(51
)

l
刀
圭
の
圭
の
字
を
脱
し
た
の
で
あ
ろ
う
｡
『政
和
』
巻

1
､
陶
隠
居
序

｢
凡

56555453

散
薬
O
有
云
刀
重
者
.
十
分
方
寸
七
之

1
､
准
如
梧
桐
子
大
也
｡｣
O
す
な
わ
ち

一
刀
圭
は
1
方
寸
と
の
十
分
の
1
の
量
で
あ
る
｡

『政
和
』
巻
三
'
本
鰹
上
品
｡
孔
雀
石
｡

『政
和
』
巻
四
､
本
経
中
晶
｡
硬
石
膏
｡

不
の
一
字
は
行
字
｡

『武
威
』
梓
文
は
症
と
解
す
る
が
'
症
で
あ
ろ
う
｡

『政
和
』
巻
七
'
防
風
の

主
治
に
も

｢
金
癒
内
座
｣
と
あ
る
｡
『
諸
病
源
候
論
』
雀
三
六
㌧
金
癒
中
風
症

候
に
い
う
も
の
は
金
癒
症
と
し
て
い
る
が

｢
其
状
口
急
背
直
路
頭
馬
場
｡
勝
馬

反
折
o
須
典
大
蔑
｡
気
息
如
絶
o
汗
出
如
雨
｡
不
及
時
救
者
皆
死
O｣
と
あ
っ

て
'
破
傷
風
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
'
こ
れ
と
は
違
う
よ
う
で
あ
る
｡

境
の
略
｡

前
年
部
を
敏
-
が
'
こ
の
部
分
は
51
筒
の

｢
皆
冶
合
｣
以
下
と
一
致
す
る
か
ら
'

こ
の
虞
方
は
50
㌧
51
簡
と
同
じ
で
あ
ろ
う
｡

『史
記
』
巻

一
〇
五
'
屈
鵠
倉
公
列
停

｢
長
桑
君
亦
知
慮
鵜
非
常
人
也
｡
出
入

十
飴
年
｡
乃
呼
届
鵠
私
坐
｡
問
興
語
日
｡
我
有
禁
方
｡
年
老
欲
停
興
公
｡
公
母

(
68

)

一〇
〇

浬
｡｣

54
簡
と
同
じ
.
し
た
が
っ
て
不
明
の
部
分
の
最
初
の
三
字
は
恐
ら
-
画
百
人
で

あ
ろ
う
｡

『
政
和
』
巻

一
六
㌧
本
鰹
上
品
｡
化
石
化
し
た
幡
乳
動
物
の
骨
｡

注
(8
)
に
引
用
し
た

『素
問
』
の
文
を
は
じ
め
､
各
書
に
み
え
る
｡
『
馬
王
堆

烏
書
』
に
は
'
こ
の
ほ
か
に

｢
三
指
最

(撮
)
至
節
｣
と
い
う
表
現
も
み
ら
れ
､

こ
れ
か
ら
考
え
る
と
三
指
操
と
は
三
本
の
指
の
先
端
部
で
つ
ま
む
こ
と
を
意
味

す
る
｡

『政
和
』
巻
二
五
'
別
線
中
品
｡
な
つ
と
う
｡

『政
和
』
巻
八
､
本
経
中
晶
｡
悪
癒
を
主
る
の
数
も
あ
る
｡
コ
ガ
ネ
バ
ナ
の
根
｡

以
下
脱
筒
｡

『武
威
』
樺
文
は
我
は
戒
で
あ
る
と
す
る
｡
戎
旗
は

『政
和
』
巻
五
'
本
経
下

品

｢
主
明
日
.
目
痛
｡｣
.
中
国
西
北
部
の
乾
燥
地
帯
の
堕
湖
等
の
土
壌
か
ら
探

れ
る
食
壇
｡

『政
和
』
奄
三

｢
圭
目
痛
｡
止
浜
｡｣｡

47簡
に
も
あ
る
よ
う
に
父
且
で
'
且
を
脱
し
た
も
の
｡
父
且
は
喋
阻
に
同
じ
｡

『政
和
』
巻

l
､
陶
隠
居
序

｢
凡
湯
酒
膏
薬
｡
奮
方
皆
云
吹
阻
者
o
謂
秤
畢
梼

之
如
大
豆
｡
叉
使
吹
去
細
末
｡｣
｡
生
薬
を
砕
い
て
大
豆
大
に
揃
え
る
こ
と
を
い

Aつ
O

浮

の

略
｡

『政
和
』
省

一
'
陶
隠
居
序

｢膏
浮
則
宜
以
停
病
上
｡
此
蓋
欲
乗
轟

其
薬
力
故
也
｣
と
使
用
法
は
違

っ
て
い
る
が
'
同
じ
よ
う
な
考
え
方
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
｡

l
升
は
前
漠
で
は
〇
二
二
四
二
五
立
'
後
漠
で
は
〇
･
一
九
八
1
立
｡

後
世
は
杖
を
使
う

こ
と
が
多
い
｡

『政
和
』
巻

二

陶
隠
居
序

｢
附
子
烏
頭
若

干
杖
者
｡
表
皮
皐
｡
以
牛
両
准

一
枚
｣｡

す
な
わ
ち
皮
を
除
い
た
附
子

一
個
の

標
準
の
重
さ
は
牛
雨
で
あ
る
｡

『政
和
』
巻

一
八
'
本
経
下
品
'
豚
卵
｡

雨
の
下
'
傍
を
臆
す
｡

灸
の
誤
り
｡



(

78

)

(
82

)

858483

歳
の
誤
り
｡

以
下
脱
筒
が
あ
る
｡
前
後
の
文
か
ら
推
測
す
る
と

｢
生
九
歳
栂
灸
ロ
ロ
日
而
死

人
生
十
歳
至
二
十
着
輿

一
歳
同
二
十
重
三
十
老
興
二
歳
同
三
十
至
四
十
者
輿
三

歳
同
四
十
至
五
十
着
輿
四
歳
同
五
十
至
六
十
｣
と
な
る
と
思
わ
れ
る
｡
字
数
か

ら
考
え
る
と

一
筒
で
は
無
理
で
二
簡
の
筈
で
あ
る
が
'
二
簡
と
す
る
と
字
数
が

や
や
不
足
す
る
か
ら
'
九
歳
と
十
歳
至
二
十
の
問
に
も
う
す
こ
し
長
い
文
が
入

っ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
｡

前
簡
'
腕
｡

胃
院
に
同
じ
｡

『素
問
』
評
熱
病
論

｢食
不
下
着
｡
胃
朕
隔
也
｡｣｡

『裏
梅
』

大
惑
論

｢
胃
気
逆
上
｡
則
胃
院
寒
｡
故
不
噂
食
也
｡｣
｡
胃
院
は
胃
袋

を
意
味
す

る
｡『素
問
』
離
合
貞
邪
論

｢
吸
則
内
戚
｡
無
令
気
件
.
静
以
久
留
o
無
令
邪
布
｡

吸
則
特
威
｡
以
得
嘉
島
故
｡
侯
呼
引
錨
O
呼
壷
乃
去
｡
大
気
皆
出
｡
故
命
日
馬

〔注
〕
引
謂
引
出
｡
去
謂
離
穴
｡
侯
呼
而
引
至
其
門
｡
呼
壷
而
乃
離
穴
戸
｡
-

-
呼
謂
気
出
｡
吸
謂
気
入
｡
輪
謂
韓
動
也
｡｣
｡

『素
問
』
時
論

｢巣
着
水
穀
之
精
気
也
.
和
調
於
五
痕
｡
麿
陳
於
六
府
o
乃
能

入
於
脈
也
｡
故
循
脈
上
下
｡
貫
五
戒
｡
絡
六
府
也
｡｣
｡

刺
に
同
じ
｡

『顔
氏
家
訓
』
書
謹
篇

｢簡
策
字
｡
竹
下
施
束
｡
末
代
隷
書
.
似

杷
宋
之
宋
｡
亦
有
竹
下
連
番
爽
者
.
猶
刺
字
之
傍
o
鷹
馬
束
.
今
亦
作
爽
｡｣
｡

経
穴
の
名
｡
膝
蓋
骨
の
下
三
寸
'
腰
骨
の
外
側
約

一
横
指
｡
皇
甫

認

『黄
帝
甲

乙
経
』
墾

二
｢
三
里
｡
土
也
｡
在
膝
下
三
寸
｡

桁
外
廉
｡
足
陽
胡
脱
気
所
入

也
｡｣

『素
問
』
錨
解
篇

｢所
謂
三
里
者
｡
下
膝
三
寸
也
｡｣
｡

第
三
胸
椎
蘇
突
起
の
横

一
･
五
寸
｡

『甲
乙
経
』
巻
三

｢肺
命
｡
在

(項
)
罪

三
椎
下
繭
傍
｡
各

一
寸
五
分
｡
刺
入
三
分
｡
留
七
呼
｡
灸
三
牡
｡｣
｡
第

一
頚
椎

か
ら
数
え
れ
ば
第
十

一
椎
に
な
る
｡

以
下
脱
簡
｡

81
筒
に
も
あ
り
'
療
腰
と
同
じ
｡

『武
威
』
の
編
者
は
先
徒
ま
で
と
気
逆
以
下
の
二
断
片
を
同

一
筒
に
屈
す
と
解

し
て
い
る
が
'
疑
問
も
あ
る
｡

武
威
漢
代
撃
簡
に
つ
い
て

(
86
)

『武
威
』
の
樺
文
で
は
泉
水
と
し
て
い
る
が
'
東
員
と
奉
本
で
は
白
水
の
よ
う

に
も
見
え
る
｡
経
穴
名
で
あ
ろ
う
が
不
明
｡

(
87
)

『素
問
』
適
評
虚
賓
論

｢
気
産
着
肺
虚
也
｡
気
達
者
足
寒
也
｡
非
共
時
則
生
｡

( ( ′′■■＼ ( /【ヽ /ー~＼ (
94 93 92 91 90 89 88
) ) ) ) ) ) )
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常
共
時
則
死
｡｣
｡

『政
和
』
巻
三
㌧
本
鰹
上
品
｡

『政
和
』
巻

一
四
､
本
経
下
品
｡

襲
名
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
不
明
｡

『政
和
』
竜

一
､
陶
隠
居
序

｢
凡
丸
薬
-
-
如
梧
子
者
以
二
大
豆
准
之
｡

一
方

寸
七
散
｡
蜜
和
得
如
梧
子
｡
准
十
九
薦
度
｡｣
｡

星
の
誤
り
で
あ
ろ
う
｡

虞
方
の
後
に
績
-
文
と
考
え
ら
れ
る
｡
し
た
が
っ
て
こ
の
筒
の
前
に
脱
衝
が
あ

る
｡
68
帝
に
は

｢
升
目
知
億
｣
と
あ
る
｡

『素
問
』
腹
中
論

｢
治
之
以
難
矢
担
｡

一

割
知
｡
二
割
己
｣
'
刺
症
篇

｢
一
利
則
裏
｡

二
刺
則
知
｡

三
刺
則
己
O｣｡
知
は

症
状
が
な
-
な
る
こ
と
を
'
己
は
病
気
が
な
-
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
｡

『政
和
』
巻

一
〇
㌧
本
鰹
下
品
｡

『政
和
』
巻
八
㌧
本
経
中
品
｡

属
王
堆
Q
E書
に
も
厳
探
宋
と
あ
る
が
不
明
｡

目
の
上
は
廿
か
升
で
あ
ろ
う
｡

辛
の
誤
り
｡

『課
文
』
巻
八
下

｢
欧
｡
吐
也
.

仇

欠
0
匹
聾
｡
｣

『武
威
』
揮
文
は
妾
の
誤
り
と
す
る

｡

横
隔
膜
O

『難
経
』
三
十
二
難

｢
五
戒
供
等
.
而
心
肺
猫
在
隔
上
者
何
也
｡｣｡

三
断
片
が

l
虞
方
に
属
す
も
の
で
あ
る
か
不
明
｡

病
名
と
思
わ
れ
る
が
不
明
｡
青
の
下
に
脱
字
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
｡

『居
延
漠
簡
甲
編
』
5-9
簡

｢傷
寒
｡
四
物

鴇

鮒
分

蜘
畔
餅
分
以
温
湯
飲

石

部
｡
旦

二
夜
再
｡
行
解
不
出
汗
｡｣
｡

『論
衡
』
奄

一
四
'
寒
温
篇

｢人
中
於
寒
0

飲
薬
行
解
｡
所
苦
稽
頁
｡｣
｡

(1-6
)

『政
和
』
巻
八
'
本
鰹
中
品
O
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(
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(
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『政
和
』
奄

1
三
㌧
本
経
中
品
O
現
在
で
は
シ
ナ
ホ
オ
ノ
キ
の
樹
皮
を
用
い
る
｡

『政
和
』
巻
四
､
本
鰹
中
晶
｡

『政
和
』
巻
八
㌧
本
鰹
中
晶
｡
ク
ラ
ラ
の
根
｡

42
簡
冒
頭
の
病
名
の
内
容
が
不
明
で
あ
る
た
め
は
っ
き
り
し
な
い
が
'
傷
寒
逐

風
と
は
関
係
が
深
そ
う
で
な
い
か
ら
､
42
簡
と
43
筒
は
別
々
の
も
の
で
あ
る
可

能
性
も
あ
る
｡

不
明
｡
48
筒
に
も
出
る
｡

『武
威
』
の
編
者
は
環
緊
病
と
解
す
る
｡
積
朱
は

『諸
病
源
候
諭
』
の
説
で
は

巻

1
九
'
積
衆
侯
に

｢
横
来
者
'
由
陰
陽
不
和
｡
府
蔵
虚
弱
｡‥
-
･横
者
陰
気
｡

五
臓
所
生
O
始
護
不
離
其
部
｡
故
上
下
有
窮
己
｡
来
者
陽
気
｡
六
府
所
成
｡
故

無
根
本
上
下
｡
無
所
留
止
O
其
痛
無
有
常
虞
｡
諸
蘇
受
邪
.
初
未
能
馬
積
釆
o

留
滞
不
去
O
乃
成
横
東
｡｣
と
あ
り
'
こ
の
瞥
簡
と
は
1
致
し
な
い
.

『政
和
』
巻
二
二
､
斑
猫
'
本
鰹
下
品

｢
呉
氏
云
｡
斑
猫
o

l
名
斑
蛇
｣
｡

現

在
の
斑
鷲
と
い
わ
れ
て
い
る
生
薬
は
ツ
チ
ハ
ソ
,,,
ヨ
ウ
料
マ
ダ
ラ
ケ
ン
セ
イ
属

の
ヨ
コ
ジ
マ
ハ
ソ
,"
ヨ
ウ
等
の
乾
燥
虫
髄
｡

『政
和
』
巻
二
二
'
本
経
下
品
｡
同
和
の
ツ
チ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
等
｡

『政
和
』
巻

1
㌧
陶
隠
居
序

｢
凡
方
云
用
桂

l
尺
者
｡
側
去
皮
畢
｡
菰
牛

雨
馬

正
oL
o

以
下
脱
筒
｡

『素
問
』
腹
中
論

｢
帝
日
｡
病
有
少
腹
盛
｡
上
下
左
右
皆
看
板
｡
此
馬
何
病
.

可
治
不
｡
岐
伯
日
｡
病
日
伏
梁
｡
帝
日
｡
伏
梁
何
困
而
得
之
｡
岐
伯
日
｡
豪
大

膿
血
｡
居
腸
胃
之
外
｡
不
可
治
｡
治
之
毎
切
按
之
致
死
｡｣
｡
こ
れ
に
封
す
る
三

次
の
注
は

｢伏
梁
｡
心
之
積
也
｡｣

と
な
っ
て
い
る
が
､
林
億
ら
は

｢
詳
此
伏

梁
｡
輿
心
貫
之
伏
梁
大
異
｡
病
有
名
同
而
賓
異
者
｡
非

一
｡
如
此
之
額
是
也
O｣

と
異
議
を
唱
え
て
い
る
O

王
淡
の
説
は

『諸
病
源
候
論
』
巻

7
九
㌧
伏
梁
候

｢伏
染
着
O
此
猶
五
戒
之
積

l
名
也
｡
心
之
積
名
目
伏
梁
｡
起
於
層
上
大
如
管
｡

診
得
心
標
脈
沈
而
託
｡
時
上
下
無
常
虞
｡
病
腹
中
熟
而
咽
乾
｡
心
煩
掌
中
熱
｡

甚
即
唾
血
｡
身
疾
碇
｡
夏
疲
冬
劇
｡
唾
膿
血
老
死
'
又
其
脈
牢
強
急
老
生
｡
虚

弱
急
老
死
O｣
と
一
致
す
る
O

一〇
二

『政
和
』
巻

T
O
｢
〔本
経
〕
破
顔
榎
積
罪
｡
｢
〔別
線
〕
除
勝
間
結
熱
0-
-
小

腹
痛
｡
諸
老
血
留
結
｡｣｡

『政
和
』
巻
八

｢
圭
悪
癖
｡
症
蝕
｡｣

『政
和
』
巻
八

｢
破
堅
横
｡
寒
熱
｡
痘
痕
｡
止
痛
｡｣

『政
和
』
巻
三
'
本
経
上
品

｢
主
五
戒
横
熱
｡
胃
脹
閉
｡
源
去
蓄
結
｡｣｡
古
く

は
硫
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
｡

(1-2
)

『政
和
』
巻
二
〇
､
本
経
上
品

｢
主
傷
中
｡
妬
榎
｡｣
｡
桑
の
枝
に
産
み
つ
け
ら

れ
た
カ
マ
キ
リ
の
卵
｡

(1
)

『政
和
』
巻
二
一
､
本
経
中
品

｢
主
血
債
.
癌
痕
｡
破
堅
O｣
｡
現
在
の
磨
虫
は

ゴ
キ
ブ
リ
科
の
サ
ツ
マ
ゴ
キ
ブ
リ
お
よ
び
シ
ナ
ゴ
キ
ブ
リ
の
雌
の
乾
燥
品
0

(1-4
)

『武
威
』
樺
文
で
は
卒
を
時
の
略
と
解
し
'
卒
時
を
周
時
と
同
じ
で
あ
る
と
し

128127126125

て
､

一
室
夜
の
意
味
に
と
る
｡

以
下
脱
｡

『武
威
』
樺
文
'
穿
と
同
じ
と
す
る
｡

不
明
'
中
冷
病
と
も
考
え
ら
れ
る
が
'
中
冷
病
と
い
う
病
名
も
な
い
｡

1
石
は
百
二
十
斤
｡
前
浜
で
は
三
〇

･
九
八
九
'
後
漠
で
は
二
六
･
七
二
八
乾
｡

但
し
狩
谷
根
索
の
い
-
よ
う
に

(
『本
朝
度
量
権
衡
致
』)
'

そ
の
十
分
の
l
の

可
能
性
も
あ
る
｡

(1
)

『武
威
』
樺
文
は
大
黄
肉
と
解
す
る
｡
黄
丹
は
鉛
丹
の
1
名
｡
『政
和
』
巻
五
'

本
経
中
品
'
鉛
丹

｢
〔別
線
〕
陰
金
癒
添
血

〔陶
隠
居
注
〕
即
今
為
銀
所
作
黄

丹
也
｡｣
｡
石
薬
を
並
べ
て
い
る
こ
と
と
乗
数
か
ら
考
え
て
'
大
黄
の
1
部
と
考

え
る
よ
り
鈴
丹
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
.
た
だ
し
大
の
意
味
に
つ
い
て
は
不

明
｡

(1-0
)

『政
和
』
巻
二
1
｢
木
盲
主
4
'血
｡
血
閉
｣
'

｢
聾
宗
主
逐
窮
血
｡
破
下
血
積
｡

堅
癖
｡
廠
痩
｣

134133132131

意
即
ち
痛
と
同
じ
で
あ
ろ
う
Q

七
の
誤
り
｡

『政
和
』
奄
四

｢
主
全
癒
｣

『政
和
』
巻
六

｢
圭
全
癒
僅
｣
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金
の
下
'
別
を
脱
し
た
の
で
あ
ろ
う
｡

『武
威
』
樺
文
は
代
緒
と
解
す
る
｡

『政
和
』
巻
五
'
本
犀
下
品
｡
赤
銭
鉾
｡

『武
威
』
樺
文
は
慧
尿
と
解
す
る
｡
『政
和
』
巻
二

一
㌧
原
票
蛾

(別
線
中
晶
)

中
に
あ
る
｡

『政
和
』
巻

1
0
｢
〔別
録
〕
酒
癖
陸
｣

『政
和
』
巻

一
〇
㌧
本
経
下
品

｢
圭
癌
腫
｡
痘
癒
｡
｣
｡

カ
ガ
-
グ
サ
の
限
｡

『政
和
』
奄
八

｢〔別
線
〕
滑
癌
腫
｣

『政
和
』
巻

一
〇

｢
〔別
線
〕
主
癌
腫
膿
結
｣

『政
和
』
巻
三
'
本
経
上
品

｢
圭
癌
腫
症
持
｣
｡
硬
質
粘
土
｡

赤
小
豆
は

『政
和
』
巻
二
五
㌧
本
鰹
中
品

｢
排
癖
睦
膿
血

〔陶
隠
居
注
〕
大
小

豆
保
｡
猶
如
葱
薙
義
也
｡
以
大
豆
馬
車
牙
生
o
便
乾
之
｡
名
馬
黄
巻
O
用
之
亦

款
｡｣
｡

以
下
脱
簡
｡

金
の
下
に
剣
の
よ
う
な
字
が
脱
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
｡
千
金
と
い
う
病
名
は

な
い
｡

『
武
威
』
樺
文
は
酸
に
通
ず
る
と
し
へ
淳
拓
で
濃
い
酢
と
解
す
る
｡

『武
威
』
梓
文
は
責
は
貴
で
な
い
か
と
し
'
鏡
に
通
ず
る
と
解
す
る
｡
『説
文
』

巻
九
下

｢猿
O
摂
家
也

〔段
注
〕
摂
｡
騨
羊
也
｡
師
桔
馬
也
｡
括
｡
騨
牛
也
｡

皆
去
勢
之
謂
也
｡｣
O
去
勢
し
た
豚
｡

煎
の
略
｡

橋
の
誤
り
で
あ
ろ
う
Q

盛
の
略
｡

『武
威
』
樺
文
は
薄
と
解
す
る
｡

廃
の
略
O
癖
に
通
ず
る
｡

『説
文
』
巻
七
下

｢
癖
｡
腫
也
｡｣
O

膿
の
略
｡

61
､
62
両
簡
の
問
に
脱
簡
が
あ
る
で
あ
ろ
う
｡

悪
｡
聾
の
略
｡

豪
の
誤
り
｡

武
威
漢
代
撃
簡
に
つ
い
て

(
1
)

痘
り
誠
り
｡

『
嘉
佃
D
長
刺
節
諭

｢
病
在
少
鹿
｡
腹
痛
不
得
大
小
便
｡
病
名
日

活
｡｣
.

161160159

『政
和
』
巻
八

｢
白
玉
｡

一
名
日
置
｡｣
｡

不
明
｡

『素
問
』
骨
空
論

｢
衝
脈
馬
病
｡
逆
気
裏
急
oL
｡

『諸
病
源
侯
論
』
巻

一
三
､

逆
気
候

｢
夫
逆
気
者
｡
困
怒
則
気
道
｡
甚
則
頓
血
及
食
｡
而
気
逆
上
｡
人
有
逆

気
｡
不
得
臥
而
息
有
音
者
｡
有
起
居
如
故
而
息
有
音
者
｡
有
得
臥
行
而
職
者
｡

有
不
能
臥
臥
而
職
者
｡｣
｡

(1
)

『素
問
』
躍
刺
論

｢
邪
客
於
手
少
陽
之
絡
｡
令
人
喉
痔
青
竜
｡
口
乾
心
煩
O
閣

外
廉
痛
｡
手
不
及
頭
｡｣
｡

『病
源
』
巻
三
〇
'
暇
痔
侯

｢
喉
痔
者
｡
喉
裏
経
塞

捧
痛
｡
水
菜
不
待
人
也
｡｣
｡

(1
)

『素
問
』
謬
刺
論

｢
邪
客
於
足
少
陰
之
絡
｡
令
人
畷
痛
｡
不
可
内
食
o
無
敗
善

167166165 164姐慨
刑

(1-9
)

173172171170

怒
.
気
上
走
真
上
O｣
｡

『武
威
』
揮
文
は
血
府
を
子
宮
と
解
す
る
｡

咽
喉
の
乾
燥
感
で
あ
ろ
う
が
'
詳
細
不
明
｡

『政
和
』
巻

一
二
へ
本
経
上
品
｡
サ
ネ
ブ
ト
ナ
ツ
メ
｡

『武
威
』
樺
文
は
産
後
の
維
病
と
L
t

『政
和
』
巻

一
三
'
紫
蔵
の
候
に
あ
る

産
乳
飴
疾
を
こ
の
意
に
解
す
る
｡
ま
た
郡
は
婦
の
別
鰹
で
あ
る
と
す
る
｡

頚
は
嚢
の
略
O
廉
は
眉
に
通
じ
る
｡

櫛
は
噺
.

『素
問
』
賛
命
全
形
論

｢
夫
塵
之
味
娘
者
o
英
気
令
器
浮
涯
｡
絃
柁

者
｡
其
音
噺
敗
｡｣
｡
斯
敗
は
聾
が
か
す
れ
て
出
な
い
｡

前
に
脱
筒
が
あ
る
｡

宮
は
腐
｡
腐
の
略
｡

豪
の
誤
り
｡

贋
は
歴
の
誤
り
で
あ
ろ
う
｡
す
な
わ
ち
等
産
｡

『政
和
』
巻

一
〇
'
本
経
下
晶
'

｢主
療
痕
積
某
結
気
｡
飲
食
寒
勲
o
破
堅
逐
邪
｡
通
利
水
遺
oL
o
現
在
俊
わ
れ

て
い
る
も
の
は
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
植
物
で
あ
る
が
､
古
来
ほ
か
の
植

物
も
こ
れ
に

普
て
ら
れ
て
い
た
｡

(1
)

蓬
は
蓬
の
誤
り
｡
即
ち
甘
逢
｡

『政
和
』
巻

l
O
へ
本
経
下
品

｢
主
大
腹
痛
脱

一〇
三



東

方

撃

報

膿
漏
｡
面
目
浮
腰
｡
留
飲
宿
食
｡
破
療
堅
積
果
｡
利
水
穀
道
｡｣
｡
ト
ウ
ダ
イ
グ

サ
科
の
植
物
｡

(1-5
)

分
の
誤
り
で
あ
ろ
う
｡
本
が
正
し
い
と
す
れ
ば
以
下
の
分
は
重
畳
の
単
位
に
な

る
が
'
分
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
宋
以
後
で
あ
る
｡

(1-6
)

早
は
早
の
誤
り
｡
卑
英
｡

『政
和
』
雀

一
四
､
本
経
下
品

｢刺
九
薮
｣
｡

-
ウ

サ
イ
カ
チ
｡

(
1-7
)

前
に
脱
簡
が
あ
る
｡

(
1
)

代
度
如
と
い
う
薬
物
は
な
い
｡
底
は
間
に
通
ず
る
｡
『武
威
』
稗
文
は

『別
線
』

に

｢
生
代
郡
川
谷
｣
と
あ
る
こ
と
か
ら
'
代
を
代
郡
の
意
に
解
す
る
｡
蘭
茄
､

『政
和
』
奄

1
1
㌧
本
鰹
下
品

｢
圭
蝕
悪
肉
敗
癒
死
肌
｡
殺
亦
曲
.
排
膿
窓
血
.

除
大
風
熱
気
｡｣
｡
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
の
植
物
で
あ
る
が
'
詳
し
-
は
不
明
｡

(
1-9
)

『政
和
』
巻

1
四

｢
表
意
肉
｣

(
1
)

『政
和
』
巻

一
〇
㌧
本
経
下
品

｢
〔別
線
〕
主
鼻
中
息
肉
｣
｡
ユ
リ
科
の
シ
ュ
ロ

1〇
四

(1-0
)

天
門
冬
'
変
門
冬
の
い
ず
れ
か
不
明
｡
い
ず
れ
も
本
鰹
上
品
で

『政
和
』
巻
六

に
収
録
さ
れ
て
い
る
｡
天
門
冬
は
ク
サ
ス
ギ
カ
ズ
ラ
｡
秦
門
冬
は
ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ

又
は
ヤ
ブ
ラ
ン
｡

(

1-1
)

『急
就
篇
』
二
四

｢欺
東

〔顔
師
古
注
〕
歎
東
.
郡
歎
冬
也
｡
亦
日
欺
凍
｡
以

其
凌
寒
叩
汰
而
生
.
放
鳥
此
名
｡
生
水
中
O
花
紫
赤
色
｡｣
.

『爾
雅
』
梓
革

｢
菟
葵
｡
凝
凍

〔郭
注
〕
欺
凍
也
｡
紫
赤
華
｡
生
水
中
O｣
｡
現
在
の
欺
冬
花
に

は
合
わ
な
い
｡
本
邦
の
本
草
家
が
督
て
た
よ
う
に
フ
キ
の
類
と
解
す
べ
き
で
は

な
か
ろ
う
か
｡

(1-2
)

『急
就
篇
』
二
四

｢秦
吾

〔注
〕
莞
吾
似
歎
冬
｡
而
腹
中
有
締
o
生
陸
地
O
華

黄
色
｡

一
名
獣
須
｡｣
｡

『政
和
』
巻
九
'
欺
冬
花
､
本
鰹
中
品

｢
圭
欽
逆
上
気
｡

･三
･･
1
名
嚢
吾
O｣
｡
こ
の
暫
簡
の
薬
名
の
使
い
方
か
ら
み
て
も
安
吾
が
本
草
の

欺
冬
花
に
あ
た
り
'
欺
東
は
別
種
と
考
え
る
ほ
う
が
よ
く
'
諸
家
の
説
も
こ
れ

と
矛
盾
し
な
い
｡
欺
冬
花
は
フ
キ
タ
ン
ポ
ポ
｡

188187186185 184183182181

ソ
ウ
｡

以
下
脱

｡

感
の
略
｡

以
下
脱
｡

郷
は
向
に
'
造
は
竃
に
通
ず
る
｡

『史
記
』
雀

一
二
八
､
亀
策
侍

｢卜
先
以
造

詣

鵬
｡
灼
鍔
｡
桐
欝

鮎

謂

｣

以
下
脱
｡

以
下
脱
｡

以
下
脱
｡

『病
源
』
巻

一
四
㌧
款
逆
侯

｢
款
逆
者
O
是
款
欺
而
気
逆
上
也
｡
-
･･･其
状
欽

而
胸
滴
｡
而
気
道
鱒
背
痛
｡
汗
出
尻
陰
股
膝
嘱
桁
足
皆
痛
.｣
.
久
欽
逆
上
気
候

｢肺
感
於
寒
倣
者
.
則
成
欽
吸
o
久
欽
逆
病
虚
｡
則
邪
飛
於
気
逆
奔
上
也
O
肺

気
虚
極
｡
邪
則
停
心
｡
時
動
時
作
.
放
談
則
気
奔
迫
乗
心
.
煩
悶
欲
絶
｡
少
時

乃
定
｡
定
後
復
顎
.
連
滞
経
久
也
.｣
｡

195194193

(1-9
)

紫
苑
に
正
の
字
を
用
い
る
こ
と
は
通
常
な
い
が
'
流
沙
墜
筒
は
荘
宛
と
す
る
｡

『政
和
』
奄
八
㌧
本
鰹
中
晶

｢
童
歌
逆
上
気
｣
｡
シ
オ
ン
｡

204203202201200199198

『政
和
』
雀

一
二

｢
〔別
線
〕
止
唾
款
欧
｣
｡

『政
和
』
巻

一
〇

｢
〔別
線
〕
童
歌
欺
上
気
｣
｡

『武
威
』
樺
文

は
癖
を
豚
と
考
え
'
秦
癖
を
秦
冗
と
解
す
る
｡
秦
冗
は
『政
和
』

巻
八
㌧
本
経
中
品

｢
圭
寒
熱
邪
気
｡
寒
漏
風
揮
o
肢
筋
痛
｡｣
｡

『素
問
』
痩
論

｢
風
寒
撮
｡
三
気
維
至
｡
合
而
番
揮
也
｡｣
｡

畝
は
不
明
で
あ
る
が
へ

『素
問
』
適
評
虚
賓
論
に
腸
群
便
血
'
腸
僻
下
自
決
'

腸
滞
下
膿
血
の
三
症
候
が
あ
り
｡
後
文
か
ら
考
え
て

『武
威
』
樺
文
の
い
う
よ

う
に
腸
滞
下
膿
血
に
あ
た
る
で
あ
ろ
う
｡
辞
は

『集
韻
』
に
よ
る
と
｢
腸
閉
水
｣

と
い
う
｡

下
痢
に
関
係
あ
る
こ
と
か
ら
'
豪
は
裏
の
誤
り
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

『武
威
』
秤
文
の
謝
の
略
と
す
る
に
し
た
が
う
｡

『政
和
』
巻
七

｢
主
腸
群
腹
痛
下
痢
｢｡

『政
和
』
巻
八

｢
圭
腸
僻
洩
痢
｣
｡

『政
和
』
巻
三

｢
圭
洩
痢
腸
僻
膿
血
｣
｡
五
石
脂
の
何
れ
に
雷
る
か
は
不
明
｡

『政
和
』
巻

一
六

｢
圭
洩
痢
膿
血
｣
｡

『政
和
』
巻
八
へ
乾
墓

｢
圭
腸
僻
下
痢
｣
｡



213212211 210209208207206205rZ

)

(215
)

未
詳
｡

『武
威
』
稗
文
は
碁
石
と
解
す
る
｡

『政
和
』
巻
三
､
本
鰹
上
品
｡
明
馨
｡

量
は
糧
の
略
○

『政
和
』
竜
三
'
本
経
上
品
'
す
ず
い
し
｡

『武
威
』
樺
文
は
碁
と
解
す
る
｡
英
は
碁
の
古
宇
｡

麹
の
l
種
で
あ
ろ
う
O

『政
和
』
巻
二
五
'
別
線
中
晶

｢
〔陶
注
〕
此
是
以
米
馬
糞
爾
｡
非
別
米
名
也
oL
o

米
の
も
や
し
｡

『政
和
』
巻

三

一㌧
本
鰹
中
品
｡
シ
ナ
ホ
ウ
ノ
キ
の
樹
皮
｡

人
名
と
思
わ
れ
る
が
不
明
｡
こ
の
虞
方
の
適
磨
症
は
不
明
｡

白
水
侯
は
不
明
で
あ
る
が
､
木
贋
85
に
も

｢
治
東
海
白
水
侯
所
奏
方
｣
と
あ
る
0

白
水
侯
の
名
は

『千
金
要
方
』
巻

一
九
㌧
補
腎

｢黄
帝
問
五
努
七
傷
於
高
陽
負
｡

高
陽
負
目
｡

l
日
陰
豪
｡
二
日
精
清
｡
三
日
稀
少
｡
四
日
陰
滑
.
五
日
襲
下
温
｡

六
日
膜
脇
苦
痛
｡
七
日
膝
欧
痛
冷
不
欲
行
｡
骨
熟
｡
遠
視
涙
出
｡
口
乾
腹
中
鳴
｡

時
有
熱
｡
小
便
淋
歴
｡
華
中
痛
｡
或
精
白
出
.
看
病
如
此
｡
所
謂
七
傷
o
･-
･･･

石
葦
九
重
之
方
｡-
-
〔林
億
注
〕
崖
氏
無
磐
石
萩
苓
津
潟
桔
梗
署
預
.
有
桔
検

板
二
両
牛
｡
云
白
水
侯
方
｡｣
'
『
千
金
巽
方
』
巻

一
二
'
毒
性
服
餌
｢
周
白
水
侯

散
｡
圭
心

虚

勢
損
O
令
人
身
軽
｡
目
明
｡
服
之
八
十
日
｡
百
骨
間
寒
熱
除
.
冒

日
外
無
所
苦
｡
気
力
日
金
｡
老
人
宜
常
服
之
大
験
方
｡
-
-
｣
に
も
み
ら
れ
る
｡

た
だ
し
こ
れ
ら
の
虞
方
の
内
容
は
こ
の
木
贋
と
は
一
致
し
な
い
｡

後
世
は
七
傷
の
名
で
呼
ば
れ
る
｡
前
記
の

『千
金
要
方
』
の
記
述
に
似
た
も
の

は

『外
童
』
巻

一
七
に
も
あ
り
'

『素
女
経
』
を
引
い
て

｢
黄
帝
問
高
陽
負
目
｡

-
-
対
日
｡
深
哉
問
也
｡
男
子
五
努
六
棲
七
傷
病
｡
皆
有
元
本
由
状
｡
帝
日
｡

善
哉
七
傷
之
病
幸
願
悉
説
｡
対
日
｡

l
日
陰
汗
｡
二
日
陰
衰
｡
三
日
精
清
O
四

日
精
少
｡
五
日
陰
下
蘇
薩
｡
六
日
小
便
教
少
.
七
日
除
痛
｡
行
事
不
達
.
病
形

如
是
｡
此
謂
七
傷
O｣
と
す
る
.
叉

『病
源
』
巻
三
㌧
虚
勢
侯
に
も
七
傷
に
つ

い
て
の
二
詮
を
馨
げ
'
そ
の
一
は

｢
一
日
陰
寒
O
二
日
陰
萎
｡
三
日
裏
急
｡
四

日
精
速
達
｡
五
日
精
少
陰
下
摩
｡
六
日
精
滞
｡
七
日
小
便
苦
教
｡
臨
事
不
卒
O｣

と
す
る
｡

陰
冷
に
通
ず
る
｡

『病
源
』
巻
四
'
虚
努
陰
冷
候

｢陰
陽
倶
虚
弱
故
也
｡
腎
主

武
威
漢
代
暫
簡
に
つ
い
て

精
髄
｡
開
薮
於
陰
｡
今
陰
虚
陽
弱
｡
血
気
不
能
相
染
.
故
使
陰
冷
也
｡
久
不
己
｡

則
陰
萎
弱
｡｣
o

『外
憂
』
の
陰
汗
も
陰
寒
で
あ
ろ
う
｡

(216
)

『病
源
』
巻
四
､
虚
勢
陰
萎
侯

｢腎
閲
薮
於
陰
｡
若
努
傷
於
腎
｡
腎
虚
不
能
栄

於
陰
器
｡
故
萎
弱
也
.-
…
風
邪
入
於
腎
経
｡
故
陰
不
起
｡
或
引
小
腹
痛
也
.｣
｡

(m
)

不
明
で
あ
る
が
'
木
履
85
の
第
三
'

『千
金
要
方
』
の
第

二

『外
憂
』
の
第

二
の
陰
責
に
常
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡

(218
)

『病
源
』
巻
四
㌧
虚
勢
失
精
侯

｢腎
気
虚
損
｡
不
能
頗
精
｡
故
精
漏
失
｡
其
病

小
腹
弦
急
.
陰
頭
寒
o
目
脂
痛
｡
髪
落
O｣
｡

(219
)

『病
源
』
巻
四
'
虚
勢
少
精
侯

｢腎
主
骨
髄
而
戒
於
精
｡
虚
勢
腎
気
虚
弱
｡
故

精
液
少
也
｡｣
｡

(2
)

変
は
嚢
に
通
じ
'
陰
嚢
を
意
味
す
る
.
『病
源
』
巻
四
､
虚
勢
陰
下
漏
痔
侯
｢大

虚
勢
損
｡
腎
気
不
足
｡
故
陰
冷
汗
液
自
推
｡
風
邪
乗
之
｡
則
掻
痔
｡｣
｡

『千
金

要
方
』
の
第
五
に
は
嚢
下
漏
'

『外
憂
』
の
第
五
に
は
陰
下
撮
癌
と
す
る
｡

(2-1
)
不
卒
は
不
明
で
あ
る
が
'

『病
源
』
の
第
七
に
臨
事
不
卒

と
あ
り
'
こ
れ
は

『外
董
』
第
七
の
行
事
不
達
と
同
じ
と
思
わ
れ
る
か
ら
'
こ
こ
で
も
途
げ
ず
の

意
味
で
あ
ろ
う
｡

(2-2
)
『武
威
』
樺
文
に
い
う
よ
う
に
'
穿
急
は
睦
急
に
通
じ
'
小
便
頻
急
の
意
で
あ

ろ
う
｡

(2
)

『政
和
』
巻
八
'
本
鰹
中
品

｢
補
虚
安
中
｣
O

チ
ョ
ウ
セ
ソ
カ
ラ
ス
ウ
リ
'
シ

ナ
カ
ラ
ス
ウ
リ
の
根
｡

(捌
)

『政
和
』
巻

l
O
t
本
鰹
下
品
｡
ト
リ
カ
ブ
ト
の
規
の
根
で
あ
る
が
'
烏
頭
'

附
子
と
の
関
係

は
は
っ
き
り
し
な
い
｡

(2-5
)

『政
和
』
奄
六
へ
本
経
上
品

｢
〔別
線
〕
療
男
子
陰
滑
｡
老
人
失
濁
｡
補
中
｡｣｡

イ
ノ
コ
ズ
チ
｡

230229228227226

『政
和
』
巻
七
'
本
鰹
上
品

｢
補
不
足
｣
｡
ト
ウ
ナ
ベ
ナ
｡

『政
和
』
巻
六
㌧
本
経
上
品
｡
セ
キ
シ
ョ
ウ
｡

建
威
は
甘
粛
省
武
都
牌
の
北
｡
建
威
秋
賂
軍
は
不
明
｡

『政
和
』
巻

l
五
､
本
鰹
上
品
'
宴
髪
｡

未
詳
｡

一〇
五



(

2-1
)

固

聯
E

(

2-3
)

姐

職
E

(2-5
)

(2-6
)

~ヽ 一ヽ､ ~ヽ ヽ

240239238237

東

方

学

報

東
海
の
出
身
で
白
水
侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

『病
源
』
巻
四
､
虚
勢
小
便
飴
渥
候

｢
腎
生
水
.
弊
傷
之
人
｡
腎
気
虚
弱
｡
不

能
蔵
水
.
胸
内
虚
冷
o
故
小
便
後
水
液
不
止
｡
而
有
飴
涯
.｣
｡
飴
は
飴
涯
｡

こ
の
淋
は
淋
涯
の
意
で
あ
ろ
う
｡

『欝
心
方
』
奄
二
八

｢
〔洞
玄
子
〕
又
云
O
鹿
角
散
0-
-
臨
事
不
成
｡
中
道
療

死
｡｣
『政
和
』
奄
六
㌧
本
経
上
品

｢
補
不
足
｡

〔別
線
〕
益
精
｣
｡
イ
ト
ヒ
メ
ハ
ギ
｡

『政
和
』
巻

1
二
､
本
経
上
品

｢
禰
中
｡
益
精
気
｡
-
･-
陰
険
下
痔
漏
｡
小
便

飴
渡
｣
O
ト
チ
ュ
ウ
｡

『政
和
』
竜
三

｢
補
髄
｡
金
気
｡｣
｡

『政
和
』
巻

l
三
､
本
鰹
中
品

｢
〔別
線
U
弧
陰
o
盆
精
｡｣
｡
サ
ン
シ
ュ
ユ
｡

『政
和
』
巻

丁
二
､
本
経
上
品
.
コ
ノ
テ
ガ
シ
ワ
｡

『政
和
』
巻
七
､
本
経
上
品

｢
主
五
努
七
傷
｡
補
中
｡
陰
茎
中
寒
熱
病
｡
養
五

戒
｡
強
陰
｡
急
精
気
｡
多
子
｡｣
｡
ホ
ン
オ
ニ
ク
｡

( /-~ヽ ′-＼( ′チ＼

256255254253 252259258257

l〇
六

痴
の
略
｡

『武
威
』
樺
文
の
灸
の
略
と
す
る
説
に
し
た
が
う
｡

湯
の
誤
り
｡

『武
威
』
樺
文
の
説
に
し
た
が
う
｡

『武
威
』
巻

一
六
､
別
線
上
品

｢
〔陶
注
〕
軒
出
外
囲
｡
亦
従
益
州
来
｡
本
是

牛
羊
乳
所
馬
O
作
之
自
有
法
｡
俳
経
稀
o
乳
成
酪
｡
酪
成
軒
｡
軒
成
醍
醐
｡
醍

醐
色
黄
白
｡
作
餅
甚
甘
肥
｡｣
｡

『政
和
』
奄
八

｢
壬
諸
悪
療
病
｡
金
癒
｡｣
｡

『政
和
』
巻
三

｢
圭
癌
腫
｡
症
痔
｡
窓
癒
｡
頭
癌
｡
所
産
｡｣
｡

｢為
政
｣
は

｢
馬
鹿
｣
と
同
様
の
使
い
か
た
で
'

｢
施
療
ず
み
と
す
る
｣
と
か

(

2
-1

)

『政
和
』
巻
六
㌧
本
鰹
上
品

｢補
中
｡
益
気
力
｡
〔別
線
〕
神
慮
静
｡

･･･-
強

陰
｣
｡
ナ
ガ
イ
モ
｡

｢
基
準
と
す
る
｣
な
ど
の
よ
う
な
意
味
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
､
不
明
｡

(2-0
)

『政
和
』
巻

二

､
本
経
下
品

｢
主
意
癒
｡-
-
殺
飛
鳥
走
獣
｣
｡
現
在
の
狼
毒

は
ヒ
ロ
ハ
タ
イ
ゲ
キ
の
梶
が
主
で
あ
る
が
'
古
代

の
も
の
は
不
明
｡

(2-1
)

『武
威
』
樺
文
は
樺
と
解
す
る
が
'
下
に
治
の
字
が
あ
-
'
無
理
で
あ
ろ
う
｡

不
明
｡

249248247246245244243242

『武
威
』
稗
文
は
期
で
は
な
い
か
と
す
る
｡

『武
威
』
樺
文
の
落
に
し
た
が
う
｡
随
は
堕
で
は
な
い
か
｡

『素
問
』
長
刺
節
論

｢
病
大
風
.
骨
節
垂
.
岩
層
堕
｡
名
目
大
風
｡｣
.

『政
和
』
巻
四
'
本
鰹
中
品
'
鶏
冠
石
｡

『政
和
』
巻
三
'
本
経
上
品
｡
辰
砂

(硫
化
水
銀
)0

『政
和
』
巻
五
､
本
鰹
下
品
｡
硫
批
鎖
鎌
お
よ
び
批
践
銀
｡

『政
和
』
巻
四
､
本
鰹
中
品
'
磁
赤
城
鋸
｡

『政
和
』
巻
四
㌧
別
線
中
晶
｡
磁
力
の
弱
い
磁
械
錬
又
は
赤
鉄
鎖
｡
た
だ
し
本

経
の
文
に

｢
磁
石
o

l
名
玄
石
.｣
と
も
あ
る
か
ら
'
こ
の
腎
簡
の
盆
石
と
玄
石

の
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
｡

落
ち
る
の
は
褒
眉
で
あ
ろ
う
｡

『素
問
』
痩
論

｢
皮
膚
不
薯
O

故
馬
不
仁

〔注
〕
不
仁
者
0
度
頑
不
知
有
無

Ij
｡j
J

265264363262

膏
の
略
｡

『武
威
』
樺
文
は
桜
と
L
t
栢
榎
と
解
す
る
｡

未
詳
｡

菜
は
轟
に
通
じ
'
薬
草
を

『武
威
』
樺
文
は
藁
本
と
解
す
る
｡

『政
和
』
奄
八
㌧

本
経
中
品
'
現
在
の
英
本
は
セ
リ
科
マ
ル
バ
ト
ウ
キ
層
の
植
物
｡

(2-6
)

勝
は
薄
-
の
ば
し
た
乾
し
肉
或
は
き
り
肉
｡
胎
は
不
明
｡
肉
と
混
ぜ
て
膏
に
す

摘32722712702T9682T6?
) ＼J ＼J ＼J ) ) )

る
の
で
あ
ろ
う
｡

可
久
の
二
字
は
街
字
｡

五
辰
の
辛
は
不
明
｡

『武
威
』
樺
文
の
麿
虫
と
す
る
に
し
た
が
う
｡

『武
威
』
樺
文
は
票
博
す
な
わ
ち
桑
増
槽
と
解
す
る
が
不
明
.

食
莱
英
で
あ
ろ
う
｡
食
東
夷
は

『政
和
』
巻

1
三
㌧
唐
附
品
｡
シ
ュ
ユ
｡

未
詳
｡

『政
和
』
巻

一
三
､
本
鰹
中
品
'
サ
ン
シ
ュ
ユ
｡



『
武
威
』
揮
文
は
採
集
者
の
名
と
解
す
る
｡

未
詳
｡

各
薬
の
債
格
の
合
計
は
八
百
二
十
七
鏡
に
な
る
｡
こ
の
簡
は
居
延
漠
簡
の
糧
食

の
記
録
と
同
様
に
'
購
入
し
た
薬
品
の
名
梅
と
数
量
'
慣
格
を
記
録
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
｡

(2)

『文
物
』

1
九
七
五
年
第
九
期
所
収
の
馬
王
堆
漠
墓
南
書
整
理
中
組

｢
馬
王
堰

漠
墓
出
土
暫
書
樺
文
3j:｣
中
で
使
わ
れ
て
い
る
番
窮
に
し
た
が
っ
た
O

(

2-8
)

『備
急
千
金
要
方
』
巻
二
㌧
婦
人
方
上
｡

｢
治
婦
人
乳
無
汁
｡
家
門
冬
敵
方
｡

家
門
冬

石
鐘
乳

通
草

理
石

右
四
味
各
等
分
｡
治
下
飾
O
先
食
酒
服
方
寸
七
｡
旦

二
.｣
O

(2-9
)

晦
明
軒
本

『政
和
本
草
』
は
全
文
を
黒
字
と
す
る
た
め
'
何
民
本

『
大
観
本

草
』
に
し
た
が
っ
た
｡

(2

)

『政
和
』
巻

l
t
梁
陶
弘
景
序

｢
凡
此
諸
人
o
各
有
所
撰
用
方
｡
観
其
指
趣
｡

莫
非
本
草
者
乎
｡｣
｡

(2
)

飴
雲
摘

『古
代
疾
病
名
侯
疏
義
』

1
四
八
頁
｡

(2
)

『素
問
』
奇
病
論

｢帝
日
0
人
有
身
鮭
解
股
桁
皆
腰
還
管
而
痛
O
是
馬
何
病
.

岐
伯
日
｡
病
名
日
伏
染
｡
此
風
損
也
｡
英
気
溢
於
大
腸
｡
両
署
於
青
｡
青
之
原

在
哲
下
｡
故
還
啓
而
痛
也
L
o

武
威
漢
代
撃
簡
に
つ
い
て




